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総 務 企 画 部 
経営企画担当部長  菊 池  享 君 
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────────────────── 

   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。日程に入る

に先立ち諸般の報告をいたします。 

 監査委員から、令和元年度定期監査（前期）

の結果についての報告書１件の写しを受理いた

しましたので、お手元に配付しておきましたか

ら御了承願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  これより本日の会議日

程に入ります。 

 日程第１、一般質問を行います。順次質問を

許します。３番菊池浩士君。 

   〔３番菊池浩士君登壇〕 

○３番（菊池浩士君）  おはようございます。

遠野令和会の菊池浩士でございます。 

 最初に、今回、台風19号による全国各地で甚
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大な被害が発生いたしました。被災者の方々に

お見舞い申し上げます。 

 市長は、きのうの歳末助け合い演芸大会の挨

拶の中で、平成の時代は大きな災害が数多くあ

り、課題を残した時代であった。令和の時代は、

その課題をどのように解決していくかを考えて

いく時代であるという趣旨の御挨拶をされてい

ました。 

 まさに、今、私がお聞きしたいことでありま

す。私が、なぜ、この題材で一般質問を行おう

と思ったかは、私自身、自主防災組織の中で活

動してみて、さまざまな疑問が湧いたことで、

この質問をすることにしました。 

 大項目、１点、遠野市の防災について、一問

一答方式による一般質問をさせていただきます。 

 遠野市災害対策本部と自主防災組織との連携

についてでございます。10月12日、13日に東北

地方を襲った台風19号による遠野市内の被害と

避難者数の状況について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池浩士議員の一般質

問にお答えいたします。一問一答方式で自主防

災組織との関連等も含めながらという形での質

問の位置づけであります。 

 令和という時代に入ったという中におきまし

て、平成は、まさに、自然が牙をむいた大きな

災害が連続した時代でもあったということは、

さまざまな形で報道もされ、また、総括もされ

て。 

 そういった中におきまして、つい先般、台風

19号が日本列島を襲ったという中で、大変、甚

大な被害を生じ、長野県、あるいは神奈川県、

さらには栃木県、千葉県、そして福島、宮城、

そして、岩手も沿岸地域が大変な被害を受けた

という状況の中で、今、復旧が急がれていると

ころであります。 

 そういった中におきまして、台風19号の接近

に伴いまして、10月11日には防災会議を開催い

たしまして、それとともに同時に災害対策本部

を設置いたしました。 

 災害対策本部では、台風19号の対応について

情報共有を行ったほか、10月12日13時には、市

内に避難勧告を発令いたしまして、各所に避難

所を開設いたしました。 

 そういった中におきまして、人的な被害はな

かったものの、約6,000万円に及ぶ被害が生じ、

今般の12月補正予算といたしまして、議員のほ

うにも審査をお願いをいたしているところであ

ります。 

 そういった中におきまして、さまざま、この

11カ所の避難所が開設されまして、それに基づ

きまして、自主防災組織、いうところの自主的

に避難所を開設したところ、５カ所を合わせま

して16カ所の避難所が開設されました。 

 避難所の状況については、13日の夜の３時時

点でありますけれども、158世帯264人の市民の

皆様が避難をしたと、そして、通過いたしまし

た13日の９時30分には、それぞれ自宅のほうに

お帰りになられたという、そのような経過があ

ったわけであります。 

 タイムラインという言葉の中で、これぞとい

うことに対しまして、ただいま申し上げました

内容で、被害を最小限にとどめることができた

んではないのかなと思っているところでござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ３番菊池浩士君。 

   〔３番菊池浩士君登壇〕 

○３番（菊池浩士君）  被害状況と避難者数に

ついては理解いたしました。その状況について、

検証は行われたことと思いますが、今後、改善

すべきことがあるかを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  まさに検証が大事なわ

けであります。被害が最小限にとどまったから、

それでよしというわけにはいかない、いろんな

課題が浮き彫りになったというふうに思ってお

ります。 

 タイムライン、災害対策本部、あるいは避難

所、さらには、この市民周知といったような問

題につきまして、それぞれ検証を行ったところ
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であります。 

 タイムラインについては、チェック項目をし

っかり検証見直しをしながら、災害対策本部の

あり方、あるいは事前予防対策の対応、これも

非常に大事であります。 

 本部の方針決定のあり方、さらには県やそれ

ぞれの中部保健所をはじめとする関係機関との

連携の問題、避難所についても行政区が開設し

た避難場所の対応と状況の確認、あるいは保健

活動のあり方、マニュアルのあり方、また、一

方におきましては、この市民周知につきまして

も、遠野テレビ用フリップの体制、しっかりと

文字情報でも情報提供できるような、そのよう

な事前の準備、あるいは備蓄品のそれぞれの周

知も含めながら、しっかりと連携を図り呼びか

けをする。また、これを受けて市民に対しまし

ても、それぞれの気象情報に合わせながら、市

からの情報もしっかり対応していただくように、

遠野テレビの機能生かす。これは、さまざまな

テレビ等では、それこそ長野の情報だとか千葉

の情報は出てくるんだけれども、地元、遠野市

はなかなか出てこないというのがあるわけでご

ざいますから、やっぱり、遠野テレビのまさに

ネットワークを活用するということが、極めて

大事じゃないのかなと。 

 広報等によって住民周知を図るときにも、遠

野テレビが持っている機能を十分に生かしなが

ら、予測される被害や災害に対する事前準備等

の必要性をリアルタイムで提供していくという

ことも、極めて大事じゃないのかなというふう

に思っておりますので、その辺を反省事項とし

ながら、特に、この自主防災組織との連携を図

りながら、対応してまいりたいと思っていると

ころでございまして、先般も幹部職員が集まっ

た中におきまして、検証結果等につきまして、

お互い確認をしながら、それぞれの本部員とし

て、部署等におけるフォローをしっかりすると

いうようなことを確認し合ったところでござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ３番菊池浩士君。 

   〔３番菊池浩士君登壇〕 

○３番（菊池浩士君）  260名余りの人が避難

したということですけれども、その数は、決し

て多くないものだと思っております。避難しな

かった理由として、例えば、避難所の床がコン

クリートで固く寒いとか、避難所へ向かう足が

ないなどにより、指定緊急避難場所になってい

る市民センターには避難せず、最寄りの自治会

館に避難してきた人もいますが、その人たちに

指定緊急避難場所に行けとは、自治会ではなか

なか言えず、そのような問題があることを踏ま

えて、次の質問に入ります。 

 消防、市役所、自主防災組織の連携と情報共

有について伺います。 

 私が今回感じたことは、消防団には消防署か

ら無線による情報が入っているようですが、そ

の情報を自主防災組織である自治会では、共有

することができませんでした。消防からの情報

は、消防団だけで終わっているのが現実であり

ます。 

 また、災害対策本部からの自主防災組織への

指示は何もなく、このような状況をどう考えて

いるのか、市長の見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この自主防災組織との

ネットワーク、これは極めて大事な、特に、も

う広大な集落が散在している遠野におきまして

は、極めて大事なネットワークの一つではない

かなというふうに思っております。 

 災害時、災害対策本部と消防本部、これは防

災行政無線や庁内ネットワークにより情報を共

有している。ただ、御質問にありましたとおり、

それが自主防災組織のほうにしっかりと周知が

されなかったというのではないだろうかと。 

 それから、冷たいコンクリートの中にあった

場合においては、なかなか、その避難といって

も、対応が、その部分におきましては、対策本

部の中におきましても、避難している方々を地

区センター避難所の畳の部屋のほうに、しっか

りと案内をするようにというようなところの対

応をしながら、それぞれ、きめ細かく対応した
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つもりであったわけですありますけれども、な

かなか、その辺が、今、申し上げたような現実

の中にあった。だから先ほど申し上げましたと

おり、検証した結果として、その辺をどのよう

にもっていくのかということが、やっぱり一つ

の課題ではないのかなというふうに思っており

ます。 

 自主防災組織は、今、90行政区内に89行政区

が結成をしているということでありますから、

ほとんど行政区の中に自主防災組織が立ち上が

っているということでございますので、この部

分におきまして、実は、遠野市自主防災組織連

絡会というものを通じまして、各組織のほうと

情報を共有するように日ごろから対応に心がけ

ているところでありますけれども、やはり、現

実においては、なかなかそれが徹底しなかった

という部分も、これも検証結果として確認いた

しているところでありますので、この地区ごと

に災害時の備えと災害時の行動を周知しながら、

住民の安心・安全を確保するための防災研修会

なども、適宜に実施しながら、特に、連絡体制

といたしましては、いろんな、さまざまな、今、

手段があるわけでございますので、その辺をう

まく活用しながら、連絡手段の確認を徹底した

い。 

 また、さらには、伝達ルート、避難場所から

地区センターにおける伝達といったようなもの

が、しっかりと対応できるような、そのような

ことも改めてまた検証しなければならないんじ

ゃないのかなと。 

 地元消防団の巡回による広報、コミュニティ

消防センターに隣接する指定緊急避難場所、あ

るいは消防無線を利用した情報伝達、防災行政

無線による広報、当市が持っておりますさまざ

まな連絡体制をしっかり構築しながら、やっぱ

り徹底をするということに、まさに、また、意

を用いてまいりたいというように思っておりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  ３番菊池浩士君。 

   〔３番菊池浩士君登壇〕 

○３番（菊池浩士君）  今の市長のお考え、よ

く理解いたしました。 

 次に、情報を共有するという観点から、避難

所へのケーブルテレビ受信に係る受信料を無料

にする必要があると私は考えます。各自治会で

は、毎月の受信料の負担が大きいため、設置を

見合わせているのが現状であります。 

 このため災害時の情報が乏しく、避難者の不

安を取り除くためにもケーブルテレビの設置が

必要と考えますが、市長の考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このテーブルテレビの

利活用、これは非常に重要な一つの遠野として

持っている極めて有利な設置方法ではないのか

なというふうに思っております。 

 東日本大震災の際も、対策本部から午前３回、

午後３回、６回にわたりまして、対策本部から

中継をしながら、沿岸被災地の状況、今、遠野

市が取り組まなければならない状況等につきま

して、随時、リアルタイムで市民の皆様に情報

提供をしたという中で、一つの一定の役割を果

たしたということであり、今般の台風19号の際

も、そのケーブルテレビの持つ意味合い、今、

ケーブルテレビは一つの情報提供といたしまし

ては、自主番組を持ちながら、２つのチャンネ

ルを持ちまして対応しているところであります

けれど、このケーブルテレビの中におきまして、

ぞれぞれ、今、無料という話もありましたけれ

ども、こういった部分は、やっぱりあの、まさ

に、今、防災行政無線のほうの工事も始まって

いるわけでありますけれども、ケーブルテレビ

でもって確実な情報提供するという場合におき

ましては、その一つのネットワークとしての

ハード整備と、それから、ただいまありました

とおり避難所、それから、いろんなそのときに

どのようにとなれば、ある程度、ソフト、ハー

ドの組み立てをしていかなければならないかと

いうふうに思っておりますから、よくいうある

ものに新たな役割ということになれば、含めた

それら環境整備、これも一つの課題ではないの

かなと承知をいたしているところでございます
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ので、このケーブルテレビだけではない、災害

時におけるさまざまな情報伝達手段といたしま

しては、まず一つは防災行政無線がある、岩手

モバイルメールがある、エリアメールがある、

消防団の車両がある、ホームページもある、あ

りとあらゆる情報提供手段は持っているわけで

ありますけれども、やはり、加入率が80％を超

えているケーブルテレビの持つ機能を、もっと

充実させなければならない一つの課題ではない

のかなと思っておりますので、特に、受信設備

の設置等につきましては、それぞれ費用もかか

ることでもありますけれども、やはり、災害対

応あるいは防災・減災ということになれば、そ

の辺はしっかりと見きわめながら、そのような

環境整備に、例えば、御質問の趣旨にあったよ

うなことを踏まえながら、環境整備をしていか

なければならない一つの課題ではないのかなと

承知しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ３番菊池浩士君。 

   〔３番菊池浩士君登壇〕 

○３番（菊池浩士君）  私どもの地区では、ち

ょっとテレビが難聴地区でありまして、そうい

ったところは、ケーブルテレビでの情報を得る

手段が、それしかないという地区もございます。

ぜひ、前向きに検討していただきたいと思いま

す。 

 次に、11月27日の岩手日報に掲載された記事

に、災害時要支援者名簿を作成されている県内

市町村は33と掲載されていたが、当市は作成さ

れているのか、あわせて、その名簿を平時に提

供する条例の制定について市長のお考えを伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  名簿の条例制定等の問

題につきまして、今、御質問がありました。こ

れは地元紙にも大きく報道をされておりました

し、また大きな個人情報との関係からしても極

めて大きな課題であります。 

 今、情報の管理といったことが、いろいろ問

われているわけでございますけども、こと、命

と向き合うという一つの大きな課題に対する対

応でございますので、今、この名簿の状況、あ

るいは条例制定の一つの対応等につきまして、

防災危機管理課を担当しております総務企画部

長のほうからこの名簿の状況、あるいは条例制

定に対する基本的な考え方として、どのような

形で、今、検討しているのか等について御答弁

申し上げますので、御了承いただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  総務企画部長。 

   〔総務企画部長佐藤浩一君登壇〕 

○総務企画部長（佐藤浩一君）  命によりまし

て、一般質問にお答えいたします。 

 名簿につきましては整備済みであります。名

簿登載の対象者につきましては、3,866名中、

登録者数は約40％1,560名となっております。

この1,560名は、名簿登載同意者というふうに

なっております。 

 本市では、遠野市地域防災計画において、名

簿の作成と提供につきましては、定めておりま

すけれども条例化はしておりません。災害時要

支援者名簿は、避難時に支援を要する方の名簿

を事前に地域に配布し、地域で情報共有を図る

ことにより、迅速で円滑な避難支援を行うこと

を目的としております。 

 しかし、名簿登載の対象要件では、デリケー

トな個人情報も含むため、本人の同意を条件と

する前提があります。このため、情報の公開へ

の気持ち的な抵抗もあり、本市におきましては、

対象者の約40％程度の登録者数となっておりま

す。 

 11月27日の新聞記事で、花巻市で逆手上げ方

式による、みなし同意の条例化が報道されてお

ります。これは名簿に登載することが前提条件

であり、これを拒否する届け出がなければ同意

したとみなすもので、条例化を条件に実施でき

るとされております。 

 この方法のメリットは名簿登載に当たり、行

政及び住民の搭載手続を簡素化することであり、

住民票の登録があれば名簿登載の対象者は、自

動的に登録となります。 

 一方、デメリットは、制度の制定を知らなか
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った場合、また、期日を失念した場合などは、

意思にかかわらず名簿に登載されることになり、

個人情報の重要性がうたわれる昨今におきまし

ては、住民理解を求めることが難しいため、全

国的にもまれな事例となっており当市において

も同様であります。 

 しかしながら、突然に発生する災害に対する

備えとして、名簿の整備は重要であることから、

今後、関係機関との協議、先進事例の調査を進

めて、導入を検討してまいりたいと思っており

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ３番、菊池浩士君。 

   〔３番菊池浩士君登壇〕 

○３番（菊池浩士君）  自宅で介護していたり、

体が不自由だったり、高齢で足腰が弱かったり

だとか、さまざまな人の手をかりなければなら

ない人は多くいます。 

 これを解決できるのは、やっぱり人の力でし

かありません。災害は、いつ起こるかわからな

いので早急に条例を制定すべきと思います。 

 これからも、さまざまな災害が発生すると思

います。これに対処するのは人であり、この人

を教育、訓練を重ね、対応できる力をつけるこ

とが大切と考えます。災害に強いまちづくりを

していただきたいと思います。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終わりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。９番瀧

本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  会派、遠野令和会所属

の瀧本孝一であります。本年も残り二十日余り

となりましたが、ことしを象徴する漢字は何か

とか、市内や国内外の重大ニュースは何だろう

とか、一年の出来事を振り返る時期でもありま

す。 

 特にも、この秋の超大型の台風襲来は広範囲

にわたり、これまで経験したことのないような

豪雨による河川氾濫などで、各地に大きな被害

をもたらしました。 

 それまでの平穏な日常が奪われ、各地に厳し

い避難生活を強いられている方々が多数おいで

になる中で、被災された皆様には、一日でも早

く以前の生活に戻れられることを願い、無念に

も犠牲になられた方々には、謹んで御冥福をお

祈り申し上げます。 

 それでは通告に従い、大項目２点について、

今回も市長に対し、一問一答方式により質問を

させていただきます。 

 １項目めは、医療機関への受診環境が年々厳

しくなる中で、多くの宮守町民が外来診療や入

院等でお世話になっている岩手県立東和病院に

かかわって、厚生労働省が９月26日に公表した

全国424病院の再編統合計画の対象となり、岩

手県内10施設に含まれた当該県立東和病院への

これからの本市の対応について。 

 そして、２項目めは、災害時やイベント等で

大きな効果が期待できる移動設置型トイレト

レーラーの導入についてと題する質問で、地元

の災害での利活用はもとより、ことしの秋に象

徴されるような全国的に台風や大雨被害が頻発

して、避難生活を余儀なくされた方々への生活

支援、さらには、確実視されている首都圏直下

型地震や東南海地震等大規模災害が発生した場

合の派遣支援策の一手段となり得る活用や、地

元自治体の屋外イベント等での仮設トイレとし

ても使用できる、この極めて有効と思われる移

動設置型トレーラーの導入について見解をお尋

ねするものであります。 

 さて、冒頭にも申し上げましたが、前回、９

月定例会が終わった後の26日に厚生労働省から

診療実績が乏しいとか、他の医療機関と競合し

ているなどの理由により、全国で424の公立病

院や公的病院について、再編統合の検討が必要

と公表されました。 

 翌、９月27日の地元新聞に、県内10病院に再

編促す、という見出しで大きく報道され、対象

となった地域や病院施設は、大きな衝撃を受け

たことは想像に難くありません。 

 我が遠野市が所属する岩手中部医療圏では、

県立東和病院がその対象となり、それでなくて
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も医療資源の乏しい本県では、公立公的医療機

関が住民の健康と安心を守る重要な役割を果た

している中で、機械的な尺度や分析による国側

からの一方的な公表となったことに、該当する

施設や地域はもとより、全国的のこの公表に批

判が噴出しておると私は認識しております。 

 はじめに、県内では、盛岡医療圏の国立盛岡

医療センターや盛岡市立病院含む中部、胆江、

両磐、久慈、二戸の６医療圏の10施設であり、

その中の中部医療圏では、唯一、県立東和病院

が再編統合の対象となりました。 

 全国的に見れば、都市部の病院も例外ではあ

りませんが、特にも、地方の片田舎と言われる

ところに住む医療受診環境の少ない住民にとっ

ては、まさに、死活問題であり、県立東和病院

が多くの宮守町民にも、命や健康管理と密接に

向かい合っていただいてきた長い歴史がありま

す。 

 隣の花巻市に存在しているとはいえ、利用し

ている市民の安心・安全な暮らしに大きな不安

や動揺を与えかねない、この再編統合計画を市

長はどのように受けとめたのかについてお尋ね

をいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  瀧本孝一議員の一般質

問にお答え申し上げます。 

 大きく分けて大項目は２つ、その中におきま

して、先般、国が公表いたしました、この公立

病院を含めての医療機関の再編の問題、公立公

的医療機関の再編計画といったようなものが示

されたことは、御質問の中に述べられておりま

した。 

 いうところの、急性期機能等に関する医療機

関について分析をし、各医療機関が担う急性期

機能やそのために必要な病院、病床数等につい

て、再検証を目的としているという、そのよう

な一つの位置づけであります。 

 癌や緊急医療など９領域における診療実績、

また、競合する病院が車で20分以内の場所にな

いかなどの分析によりまして、岩手県では、御

指摘にありましたとおり、県立遠野病院を含む

10の医療機関が、その再編検討の一つの再検証

の対象医療機関となったということであります。 

 そのような中におきまして、これは全国一律

の基準で、いうところの機械的に再編整備を進

めるということは、これはあってはならない、

あってはならない地域医療の崩壊につながると。 

 何度も申し上げますけど、その辺の一つの危

機感といったものが瀧本議員の質問の中にもあ

ったわけでありますけれど、そういうことがあ

ったんではならないというふうに思っておりま

す。 

 県立病院の、もう既に、72年、３年とたって

いる県立病院の、遠野、遠野と言うより岩手県

の県立病院、県下あまねく、この良質な医療の

均てんをというのが基本理念として、県立病院

に求められている一つの役割であります。 

 県立病院という一つの位置づけの中に、住民、

県民の皆様の身近な存在としてあるということ

は、私からもう言うまでもありません。ただ、

今、この令和の時代に入って、先ほど、菊池浩

士議員からもありました。 

 令和という時代の中にはどのようなものを持

っているかということになれば、人口減少、少

子高齢化という時代の流れにどう向き合うのか

ということが、やっぱり命と向き合うという部

分におきましても、災害対応も含め医療のあり

方といったようなものも、しっかりと、その中

で見きわめていかなければならないかというふ

うに思っております。 

 この岩手医科大学が約1,000億の巨費を投じ

まして、矢巾のほうに全面移転をいたしまして

大プロジェクトが形となって見えてまいりまし

た。 

 そのような中におきまして、県内の医療圏の

あり方、こういったものにつきましても、やは

り発想を変えていかなければならない。新たな

仕組みづくりをしていけなければならないとい

う、そのような準備に我々も入らなければなら

ないんじゃないのかなというふうに思っており

ます。 
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 今後、ますます変わっていく一つの、この仕

組み、これは医療圏のみならず、地域医療のあ

り方、高度医療の一つの確保、それをどのよう

にもっていくのかということが、行政もあるい

は市民も県民もしっかり考えていかなきゃなら

ない、そのような時代に合わせるように、あの

国があの問題を提示してきたのではないのかな

と思っておりますので、この地域医療のあり方、

地方を求めて、どのようにという部分におきま

しては、私は、ちょっと表現が、御質問に対す

る答えとして表現が適切じゃないかと思ってお

りますけれども、一石を投じてきたんではない

だろうか、地方もよく考えてほしいというふう

なことを言ってきたんではないのかなというふ

うに思っておりまして、ただ、いうところの地

域医療というものは、繰り返しますけども、瀧

本議員が申し上げたような内容につきましては、

しっかりと我々も危機感を持って向き合ってい

かねばならないかというふうに思っております

ので、そのことを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  国が一石を投じたので

はないかというふうな答弁でございましたが、

市長の答弁に東和病院と遠野病院が混乱してい

ると思います。 

 やはり、遠野市民の方は、遠野病院と言いた

くなると思いますし、当然、そちらのほうが

メーンと思われますが、私たち宮守町民にとっ

ては、東和病院がより存在が大きいという部分

がありますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、個人病院など民間医療機関も一定数、

存在はしていますが、広大な面積を有する岩手

県や本市は、大都会や都市部から比較すれば、

決して多いとは言えない医療機関の数であると

断言できます。 

 私の住む達曽部地区は、かつては、県立大迫

病院を利用する人も多かったのですが、平成19

年４月から診療所化されたため、地理的に関係

もあり、東和や花巻、北上方面の医療機関にお

世話になることが多くなりました。 

 地域住民の安心や健康、命を預かる県立病院

のような公立病院、または、日赤のような公的

病院の存在意義と公という言葉の持つ意味や役

割の重要性について市長の見解をお伺いいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  答弁の前に、今、質問

者から指摘があったように遠野と言うところ、

正しく東和というふうに議事録を訂正させてい

ただきます。 

 本田市長、答弁。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど答弁の中で、東

和病院と遠野病院をちょっと間違って答弁を申

し上げてしまいました。大変、失礼を申し上げ

ました。東和病院でございますので。 

 それで、公立と公的病院のこの役割、やはり、

この公立病院は、いうところの地域における基

幹的な公的な医療機関として、一般的医療水準

の向上に努めるという部分におきまして、高度

医療あるいは、特殊医療、緊急医療、僻地医療、

民間の医療機関では、なかなか困難な、そのよ

うな部分に向き合うという重要な役割を持って

いるということで、居続けなければならないか

なというふうに思っております。 

 医療現場では欠かせない医師や看護師など、

この医療従事の、この教育のあるいは研修に積

極的に取り組む場として、公立病院は、やっぱ

り位置づけられるのではないのかなと思ってお

りますので、公立病院、あるいは公的病院の存

在は、ますます重要になってきているんじゃな

いのかなというふうに思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私も公的公立病院の役

割は、非常に大きなものだと考えております。 

 次に、本市には、県立遠野病院が地域医療の

要として、市民の医療サービスを担っていただ

いており、また、国保中央診療所や小友診療所

等の公的医療環境と民間の開業医の皆様の御尽

力による医療の提供により、市民の医療環境が

保たれていることに敬意を表する次第です。 
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 その上で、宮守町民の多くが外来診療や入院

等で、極めて大きな恩恵を享受していながら、

再編統合の対象となっている県立東和病院につ

いて、本市ではその利用実態についてどのよう

に把握され、どのように評価認識されているの

かについてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、まさに国が

示した10の医療機関の中に、東和病院が入って

いるというふうなことを受けまして、医療のあ

り方、高度医療、地域医療、公立病院、公的病

院といったようなもの中でのいろいろの議論が

行っているところでありますけども、宮守町民

にとっては、東和病院の一つの存在が極めて大

きいという一つのお話がありました。 

 今、この東和病院の宮守町民の利用実態と、

それに対する認識について、どう思っているか

ということの御質問でありましたので、医療連

携室長を兼ねております健康福祉部長のほうか

ら、その利用実態、あるいはどのような一つの

対応のなんかになっているのかという部分につ

きまして、東和病院の位置づけにつきまして答

弁申し上げます。その点御了承願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  健康福祉部長。 

   〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域

包括支援センター所長鈴木英呂君登壇〕 

○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包括

支援センター所長（鈴木英呂君）  命よりまし

て、お答えいたします。 

 県立東和病院は、隣接する花巻市にある県立

病院ということもあり、遠野市民、特にも宮守

町民は、病院までの距離が近いことなどから、

少なからず利用されている状況です。 

 平成30年度の実績では、遠野市民の利用状況

として、１日当たりの平均が外来患者約18人、

入院患者約10人、また、平成29年度中の管内救

急隊による患者搬送状況は74件で、中部圏域内

における病院全体の6.1％を占めております。 

 県立東和病院は、国が求める再編統合の方針

への対応として、圏域全体で不足している回復

期への病床に転換済みであります。 

 また、軽症者の入院患者受け入れ、地域包括

ケア病床への急性期医療後の回復期患者の受け

入れなどを行うなど、地域に密着したかかりつ

け医療機関としての役割を担っております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私の家族もお世話にな

っていますが、かかりつけ的医療機関というこ

とで重要な病院ではないかと思っております。 

 ９月27日の新聞報道があった後、私は何人か

の住民の方から、「東和病院がそのうち無くな

るのは本当」とか、「おら東和病院がなくなっ

たら、どうすればいんだべ」という困惑と悲嘆

に暮れた声をかけられました。 

 県や地元自治体と何ら協議のないまま、一方

的な厚労省の再編統合計画案とのことではあり

ますが、今後、議論、検討がなされていくと推

察される中で、市民、住民の命を預かり、福利

向上を果たさなければならない使命を担う立場

として、特にも、宮守町民の医療受診環境衰退

の懸念や不安をどのように払拭し、人生100年

と言われる時代に、地域医療の安心・安全と受

診環境の維持保全をどのように図っていくのか

について、市長の見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど担当部長のほう

から、東和病院がかかりつけ医という一つの形

の中で位置づけられているという、そのような

認識を示したところであります。 

 今般示した、国が公表いたしました医療機関

の大半が、いうところの、約、平成29年度以降

の２年間、病床数、病床機能やそれから病床機

能の転換、さらに病床数の見直しが実施または

検討されているということから、いうところの

病院機能を大幅に見直しをするということでは

ない。急性期医療そのものにどのように向き合

うのかという部分について、やっぱり考えてい

かなければならないという一石を投じたという
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ことになるわけであります。 

 したがって、市民の皆様にとって身近なかか

りつけ医という一つの存在については、何ら否

定はしていないということになるわけでござい

ますから、国においても、今回の取り組みは、

各医療機関が行う、担う急性期この機能等につ

いて再検証を要請するという一つの前提に立っ

ております。必ずしも、医療機関の統廃合を求

めるものではない、決めるものではない。 

 また、一つの病床、病院が、将来担うべき役

割、人口減少、高齢化、少子化という一つの流

れがあるわけでございますから、そしてまた、

情報ネットワーク化が加速度的に進化してきて、

さらには道路ネットワークも非常に整備が進ん

できているという一つの時代の流れの中にあり

まして、必要な、これカタカナ語でありますが、

ダウンサイジング、規模縮小というこの規模の

縮小、あるいは機能の分化等、分かれる分化で

すね、機能分化等の方向性を、いうところの機

械的に決めるものではない。 

 やっぱり、地域医療と高度医療のあり方、そ

れが先ほど申し上げましたかかりつけ医という

そのような問題の中で、身近な健康、人生100

年時代に健康寿命を少しでも延伸するという分

の中におきまして役割を担う病院が、地域医療

の中に公立病院、公的病院としてやっぱりちゃ

んと位置づけなければならない。我々もそれを

しっかり訴えていかなればならないんじゃない

のかな、というふうに思っているところであり

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私もなくなるわけでは

ないというふうに思いますし、世の中の流れに

合わせながら進化していかなければならないと

いいますか、それに合わせて行くことも一つの

道ではないかなというふうに思っております。 

 次の質問に移ります。 

 ２カ月ほど前の10月10日に岩手中部広域行政

組合の定例議会がクリーンセンター会議室で開

催され、場所を移しての懇親会の席上で上田東

一花巻市長と直接話をする機会がありました。 

 杯をやりとりしながら、この県立東和病院の

再編統合問題を話題にして見解を尋ねましたが、

上田市長は、厚労省の一方的な発表であり、納

得はできないし、東和病院は存続させなければ

ならない旨のお話をされ、多少安堵いたしまし

たが、私は多くの宮守町民が利用している現状

を訴え、何としてでも東和病院がなくなる事態

は避けていただきたいと要望し、上田市長にも

賛同いただいたつもりであります。 

 病院が立地している花巻市の動向が極めて重

要なことはもちろんですが、今後、県なども含

めて、どのように連携しながら、この県立東和

病院の再編統合計画に対応していくのかについ

て、首長としての見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  どのように連携を図り

ながら、首長として、東和病院の問題も含めて

対応していくのかいうような御質問でありまし

た。 

 岩手中部医療圏におきましては、県立病院等

を中心にいたしまして、関係４市町、北上市、

花巻市、遠野市、西和賀町と４市町で構成をい

たします岩手中部医療圏地域医療連携推進会議

といったようなものを設けております。この中

で常に、情報を共有しながらさまざまな医療課

題にどう向き合うかということにつきまして、

意見交換をし、あるいは情報共有を図っている

ところであります。 

 例えばではありますけれども、県立中部病院

から産婦人科医が撤退をするというそのような

話が持ち込まれまして、これも私もびっくりい

たしました。 

 花巻市長が直ちに私のところにまいりました。 

 そしていろいろ意見交換をしながら、花巻市、

北上市、西和賀、遠野といったものをよく情報

共有しながら、花巻市長が先頭に立ちましてこ

の部分を訴えながら、岩手医科大学から産婦人

科医を派遣していただくというところの結果を

得ることができたという中で、産婦人科が不在
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というものをまず押し返したという部分も、４

市町の連携の中から見出すことができたんでは

ないのかなあというふうに思っておりますので、

これからも、それぞれの地域課題をしっかり踏

まえながら、ただいまの東和病院の問題も含め

ながら、これは多分、私はこの時代の一つの流

れ、人口減少が、なかなか、これは歯どめどこ

ろか加速をしていくという時代の流れの中にあ

りましては、公的病院、公立病院も含めて、や

はり何らかの形での再編といったものは避けて

通れない一つの課題ではないのかなあと思って

おりますけれども、やはり、そうはいいながら、

地域医療はしっかり守らなければならないとい

う部分の中で、やっぱり、行政も、首長同士も

しっかり連携を図りながら、自分の町だけとい

うことじゃなくして、県域として考えていくと

いう部分の中で、やっぱり情報を共有し行動を

起こすことが大事じゃないかなと思っておりま

すので、これからも連携を密にしてまいりたい

と考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  今の答弁を聞いて安心

をいたしましたが、ぜひ、他の首長さんと連携

を深めていただいて、この問題に対処していた

だきたいと思います。 

 １項目めの最後の質問となりますが、厚生労

働省が示した公立、公的病院の再編統合計画の

検討要請は、人口減少や経済縮小社会あるいは

医師不足や拡大する一方の医療費の抑制を考え

れば方向的には間違っていないとも言えるかも

しれません。 

 しかしながら、その再編統合の基準分析は余

りにも機械的かつ一方的であり、実情に即して

いないと言われています。 

 大都会や都市部の医療環境に恵まれた地域と、

その逆の地方や過疎においても、一人の人間の

命の価値は同じであると私は思います。住んで

いる地域、生きていかなければならない場所の

違いによって、命の重みに違いがあってはなり

ません。医療機関に恵まれない過疎地や地方に

おいてこそ、診療実績が乏しいとか他の医療機

関と競合しているなどといった理由で、命のと

りでともいうべき公的、公立病院がなくなる事

態は絶対に避けなければなりません。 

 これから先の時代を考えれば、多少規模の縮

小等は考慮しなければならないかもしれません

が、効率性や利益観点からの再編統合は、地方

や医療受診弱者の切り捨てにつながります。そ

れゆえに、先般公表された厚労省の病院再編統

合計画が、人口減少社会における地方や過疎地

と言われる地域の持続可能で望ましい医療体制

への対応について市長の見解をお尋ねいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまこの医療をど

のように確保するのかと、私は、今過疎地のと

いう話もありました。あるいは地方という話も

ありました。過疎地であれ地方であれ、命、こ

れに格差があってはなりません。したがいまし

て、教育とか医療には地域格差があってはなら

ないというふうに、今私は思っているところで

あります。 

 ちょっと話が違いますけども、高校再編問題

も数だけではない、やっぱり地域に密着した小

さなきらっと光る高校もあるんだと。地域を支

えているんだと。これを単なる数合わせの中で、

志願者が少ないから統合だ再編だということに

はならないんじゃないのかなあということで、

議員各位の御理解もいただきながら、高校再編

問題にも向き合っているということでございま

すけれども、この医療もそのような一つの中で、

やっぱり人口が減った、患者が減る、だから再

編統合はやむを得ないんだということじゃなく

して、その病院のあり方、医療のあり方、これ

をやっぱりしっかり考えて、それはまさに効率

性とか採算性ではない公的な病院あるいは公立

病院、それがしっかりと支えるという部分が、

やっぱり位置づけなければならないんじゃない

のかなというふうに思っているところでありま

す。 
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 最初の質問でもお答えいたしましたけれども、

公立病院は民間医療機関の立地が困難なこの過

疎地等において、住民が住みなれた地域に安心

して暮らし続けるために不可欠な存在であると

いうことを我々はまた改めてしっかり見直さな

ければならないんじゃないのかな、まさに住民

の命を守るとりでとしてあるんだということに

なるんじゃないのかなと思っておりまして、国

の取り決めによる分析だけでは判断し得ないこ

の診療領域や地域の実情を十分踏まえて地域医

療を守る。そして、この持続的で質の高い医療

の提供体制を確保するため、やっぱり県の県立

病院のあり方、あるいはそれぞれの公的な病院

のあり方という部分につきまして地域医療連携、

地域医療のあり方の構想をしっかりと進めてい

かなければならないんじゃないのかなと。 

 ＩＣＴあるいはＡＩを活用することにより、

医療がますますあり方が問われているわけでご

ざいますから、このようなことも踏まえながら、

やはり新たな公的病院、あるいは公立病院のあ

り方、このためには格差があってはならない。

したがいまして、何度も申しますけども、高度

医療と地域医療の一つのあり方といったような

ものを踏まえながら、地域医療は地域医療とし

てしっかり守っていくという部分の中で、どう

してもいうふうに情報化です、いろんなさまざ

まな遠隔医療も、あるいはドクターヘリも大変

な活躍をしているという状況の中で、命を守る

という部分はできるわけでありますから、一方

においては健康寿命という部分の中におきまし

て、しっかりと地域に根差した医療機関のあり

方といったものを考えていかなければならない、

そのように思っているところでございますから

よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間、休憩します。 

   午前11時00分 休憩   

────────────────── 

   午前11時10分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 一般質問を続けます。９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  次に、２つ目のテーマ

である災害時やイベント等で大きな効果が期待

できる移動設置型トイレトレーラーの導入につ

いてと題した質問に移ります。 

 令和最初のことしの秋は、台風15号や19号に

よる強風や大雨によって、主に東日本各地で家

屋の倒壊や農作物への壊滅的な被害、さらには、

河川の大規模氾濫を招き家屋の浸水や車での移

動中に多くの方が犠牲になるなど、これまで経

験したことのないような想定を超える災害が発

生したことは、記憶に新しいところであります。

本県でも沿岸部を中心に大きな被害が発生し、

我が遠野市でも避難所が開設された中で強風や

倒木等により被災された方もありましたが、改

めて全国各地で被害に遭われた方々にはお見舞

いを申し上げ、お亡くなりになった方々には衷

心よりお悔やみを申し上げます。 

 昨年は西日本豪雨等もあり、今や全国的に自

然災害は常態化しつつあります。その自然災害

等により被災し、住みなれた我が家を失うなど

した方々は、避難所等で短期・長期にかかわら

ず厳しい避難生活を余儀なくされるわけですが、

食事や飲料水の確保はもとより、安心できるプ

ライベート空間の提供が極めて大事であること

は言をまちません。 

 この避難所生活等において、ややもすれば見

落とされがちなことがあります。それは人とし

て当たり前である排せつ行為の環境確保であり、

災害非常時という中で忘れられたり後回しにさ

れたりという苦く貴重な経験を踏まえ、非常時

であるからこそ、清潔で安心してできる場所の

確保が極めて大事であると言われています。お

しっこやうんこは人間や動物が生きている限り

当たり前の排せつ行為でありますが、災害時の

避難所等ではこの当たり前の空間が確保できず、

特に、高齢者の方などは水分等を控え、逆に体

調を崩す人たちも多く発生し、最悪の場合には

死に至る事例もあるようです。 

 一般社団法人助けあいジャパンの代表者は、

食料や物資の支援ばかりが重要視されるが、実
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は、避難生活でまず困るのはトイレだ、と全国

1,741の全自治体がこのトイレトレーラーを持

つように、呼び掛けている実態もあります。 

 最初に、この清潔で安心・安全な空間を提供

できる移動設置型トイレトレーラーの存在を、

私は、つい最近まで知りませんでした。ある全

国紙でその活躍を知り、これだと思った次第で

すが、災害時に限らずこの移動設置型トイレト

レーラーの効果やその実績の見聞等について、

市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  大項目の２項目といた

しまして、このトイレトレーラーの件につきま

しての御質問がありました。きょうは第１問、

最初の質問でもちまして、菊池浩士議員から防

災のあり方、自主防災組織の一つの連携のあり

方等につきまして、御質問は受けたところであ

りますけども、このトイレトレーラーの問題も

ただいま瀧本議員からその背景等につきまして、

詳細にこの質問の中で述べられておりました。

まさに人間としての尊厳として、長期間にわた

る避難生活のときに、この問題にどうアプロー

チしていくのかということが極めて大事な一つ

の対応ではないのかなというように思っており

まして、災害時のトイレ不足を解消するために、

移動できるトレーラーに洋式トイレを載せたも

のをという形での位置づけであります。 

 災害時や──災害時だけではない、イベント

などにおきましても、トイレが不足する場所へ

車体を牽引させるだけで、すぐに使うことがで

きるというそのような機能を持っているという

ことであります。数カ月に及ぶ避難所生活でも

外部電力との接続、あるいはソーラーパネルか

ら太陽光発電によって使い続けることができる

というような、そのような機能も持っていると

いうことであります。また、衛生面でも夜間照

明があることから、防災対策上も安心して使用

できるというような、そのようなメリットがあ

る。ちなみに、全国で導入実績でありますけど

も、静岡県と愛知県、岡山県などにおきまして

導入をしているという、そのような実績がある

ということも承知いたしているところでありま

す。 

 災害派遣の実績といたしましては、平成30年

７月、いうところの西日本豪雨がありました。

岡山県倉敷市に50日間、令和元年台風15号の災

害の際には千葉県君津市のほうに１カ月、12日

から18日間導入、機能したというような、その

ような実績もあるというように承知していると

ころでございますので、ただいま述べられまし

たさまざまな機能を考えれば、これも災害対応

にとってはひとつ対応しなければならない一つ

の課題なのかなということを承知いたしており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  今、市長のほうから災

害への対応実績等の御答弁いただきましたけれ

ども、次に、このトイレトレーラーを広く市民

の皆様にも知っていただきたい観点から、少し

紹介をさせていただきたいと思います。 

 車両のサイズは報道された新聞の数値とカタ

ログの数値では若干の違いがあるようですが、

新聞記事では全長約5.8メートル、幅約2.5メー

トル、高さ約3.4メートル、左右２つずつの個

室で計４部屋の個室が設置され、水洗式の洋式

トイレがついており、工事現場などの仮設トイ

レに比べると内部は広く、洗面台や鏡などもつ

いていて太陽光発電で換気扇を回し、においを

防ぐとともに照明もつけられ、約1,200回から1,

500回分の汚物をタンクにためることができる

上、直接マンホールにつなげて流すことも可能

な構造で、値段は、車両本体が約1,500万円ほ

どであるとのことであります。 

 その上で、牽引してどこにでも移動可能なこ

の設置トイレトレーラーを導入した場合、災害

時の避難所や各種イベント等へ配置される考え

や、被災自治体への総合融通支援等をした場合

におけるその効果について、市長の所見をお伺

いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 
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   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまトイレトレー

ラーの機能や、あるいは持っている一つの規模

と申しますか、そのような点につきまして御質

問の中にありました。災害対応ではなくして、

それぞれのイベント対応などにも有効に活用す

るのではないのかなという部分がその中にある

わけでありますけども、御質問ありましたとお

り、いうところの防災対策、要するに屋外での

イベントなどにも活用しながら、災害時におい

てはという部分の中における、防災対応のＰＲ

としても使えるという部分も、そのような機能

として持つことができるんじゃないのかなとい

うように思っておりまして、みずからの自治体

だけでの使用にとどまらず、災害時には他の市

町村ともしっかりと連携を図るという、そのよ

うな一つの仕組みづくりもまた一方においては

大事じゃないのかと、融通し支援をするという

そのような仕組みの中に、そのようなものを導

入するというところが位置づけなければならな

いんじゃないのかなというように考えていると

ころでございますので、ただいまの御質問に答

弁になっていたかどうかでございますけども、

そのような認識の中でこの問題にも向き合って

まいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  先ほどの答弁にもあり

ましたが、次に、全国でこのトレーラー、最初

にこの移動型設置トイレトレーラーを導入した

自治体は、静岡県富士市で製紙業が盛んなこと

やトイレットペーパー生産量全国第１位という

ことから、昨年の４月、偶然ではありますが私

の誕生日と同じ日に導入をした経緯があります。

その後、静岡県西伊豆町や愛知県刈谷市、大阪

府箕面市が導入していますが、まだ全国では数

台の納入実績しかないと認識をしています。そ

して今後は、北海道の沼田町や奈良県田原本町

も導入を決めており、導入検討を進めている自

治体も全国的に広がっている実態があるようで

す。 

 市長、備えあれば憂いなしということわざが

あります。東日本大震災の後方支援という先見

性で全国の注目を集めた本市が、すぐにでも導

入決定となれば、関東地方以北や東北初となる

と思われます。多様化・常態化する災害等に備

え、私はこのトイレトレーラーを早急に導入す

ることを提言させていただきますが、その見解

をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  全国の自治体の導入事

例も上げながら、東北初として遠野市はどうだ

ろうかということを提言申し上げたいという、

そのような御質問でありました。 

 災害対応、また、いろんなイベント、遠野の

イベントを見ましても例えば遠野まつり、ある

いは産業まつり、ホップ収穫祭、納涼花火まつ

り、馬力大会、そのようなイベントが数多く開

かれているわけであります。そのようなときに、

このトイレトレーラーといったようなものをう

まく利用できれば防災対応啓発活動にもつなが

るということになるわけでございますから、そ

れなどに必要性といったものをその中に位置づ

けられるということは、申し上げるまでもない

かというように承知をいたしております。 

 ただ、東北初の早期導入ということに取り組

んだ場合にありましては、やはりこの一つのイ

ベントのあり方、あるいは従来の仮設トイレの

位置づけ、そういったこともしっかり踏まえな

がらもう一方においては、ランニングコストも

しっかり考えていかなければならないという部

分で、まだもう少し検証しなければならない、

そのような課題があるのではないのかなと思っ

ておりますので、慎重にと申しますとやらない

のかということになるわけでございますけども、

そのような災害対応なども含めながら、このよ

うな資機材の導入といったものにつきましても、

やはり検討課題の一つとして、位置づけてまい

りたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 
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○９番（瀧本孝一君）  行政の立場としては慎

重にというところでしょうが、災害が起きてか

らでは遅いということもありますし、イベント

等では仮設トイレも必ず設置するわけですので

その代理にもなると思われます。 

 次に、トイレトレーラーの車両本体は先ほど

も申し上げましたが、1,500万円ほどというこ

とでありますが、総務省の緊急防災・減災事業

債の仕組みを使うことにより、その70％が地方

交付税交付金の算入対象にカウントされ、残り

の30％を寄附金やふるさと納税、あるいはクラ

ウドファンディング等の手法によって資金を募

ることで、ほとんど自主財源を使わなくても導

入することができます。 

 トイレトレーラー車体本体にカッパやめがね

橋、ざしきわらしやカリンちゃん等の遠野市を

イメージするデザインを施すことにより、ＰＲ

効果も大きくどこに設置しても遠野市の存在を

知らしめ、後方支援、全面支援の観点からも極

めて有効と思われます。導入した自治体によっ

ては、寄附者の名前を車体に表示しているとこ

ろもあるようですが、自主財源をほとんど投入

することなく、災害支援や避難所支援に大きな

役割を果たすと思われます。 

 もしこの車両を導入しようした場合における

予算確保の考え方と、運転するには牽引免許が

必要ですが、運用する場合、担当職員への牽引

免許取得費用の支援について市長の考えをお尋

ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問にお

答えいたします。ただいま、まさに防災といっ

たような災害時における対応ということにあり

ましたけども、1,500万という一つの高価なト

イレトレーラーであるということになれば、当

然のことはまず財源ということになるわけであ

ります。御質問にありました、いろんな手法が

あるぞと、その中において最近ではガバメント

クラウドファンディングなど自治体の事業に賛

同した個人や企業などから資金が集まる──資

金を得る一つの、募る手法が広がりつつあると

いう部分におきましては、これも御質問にあっ

たとおり、ひとつ、この1,500万というものの

財源として、このような手法もあるのではない

のかなというような、あるいは有利な地方市債、

地方債、あるいはふるさと納税などをうまく活

用するということも、これも当然やりくりとし

ては考えていかなきゃならないという部分があ

るわけでございますので、少ない自主財源で導

入できる可能性は、御質問にありましたとおり、

可能性はあると。 

 しかし、導入後の維持費、あるいは他の防災、

災害対策や災害支援、あるいは避難所支援など

にこの連動した活用をどのように図っていくの

か、さらには御質問にありましたけども、この

担当職員の牽引免許、この取得利用状況につい

てでありますが、現在把握しているところでは

その免許取得者は一般職員と消防職員合わせて

も、確認いたしましたところ２名だけだという

ことでありますから、購入したとしてもそれを

維持また活用するということになれば、牽引免

許の取得者もふやしていかなければならないと

いうことになるわけでございますけども、消防

職員は災害現場の対応がまず基本にあるわけで

ございますから、トレーラーの運行従事には直

ちには適さないということにもなるということ

も、一つ現実としてあるということであります。 

 したがって、トイレを整備する、そして整備

して運用するには、この担当職員の免許取得の

ためのそのような部分もバックアップしなけれ

ばならないんじゃないのかなというような課題

もあるということでありますので、その辺も含

めながら、もちろん外部委託の方法もあるじゃ

ないだろうかということもあるかもしれません

けども、そのようなことをまさにいろんな角度

から検討しながら、この問題には向き合ってい

かなければならないんじゃないのかなというよ

うに認識しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  簡単にはできない、い
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ろいろな障害があってそれをクリアしていかな

ければならないということはわかります。 

 ２項目めの最後の質問となりますが、災害派

遣トイレネットワークプロジェクトへの参加の

意思についてお尋ねをいたします。 

 私のこの一般質問の提言に御賛同いただき、

トイレトレーラーの導入が実現した場合、一般

社団法人助けあいジャパンが推進するプロジェ

クトで、全国の市町村が１台ずつトイレトレー

ラーを常備し、お互いに大規模災害が発生した

地域にトレーラーを派遣して支援し合う災害派

遣トイレネットワークプロジェクトという支援

体制が構築されつつあります。このプロジェク

トに参加することで、自然災害等が発生した被

災地等には本市からトイレトレーラーを派遣し、

本市が被災した場合にはプロジェクトに参加す

る自治体から派遣を受けることが可能になり、

まさに助け合いの相互支援が実現し、そのこと

によって地域間連携がより一層深まります。 

 私は、東日本大震災大津波の際に後方支援基

地としてその先見性と支援のあり方で、全国に

これからの大規模災害における手本を示した誇

るべき我が遠野市こそが、このプロジェクトに

ふさわしい自治体であると思います。トイレト

レーラーの一刻も早い導入を願いこのプロジェ

クトへの参加を強く切望し、市長の考えをお尋

ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、瀧本議員か

らお話がありましたとおり、東日本大震災の際

には、まさに水平連携というような中で市町村

間の連携が大きく機能しながら、命と向き合っ

たという一つの事例であったわけであります。

ただいまのこのトイレトレーラーの問題、みん

なで気になるトイレ事業という中で、この災害

派遣トイレネットワークプロジェクト、実は、

11月の18日でありましたけども、このプロジェ

クトの関係者が私のところを訪ねてまいりまし

た。担当職員といろいろ意見交換をしながら、

お話をいろいろお聞きいたしました。全国の自

治体がこのアプローチに対してそれぞれ非常に

関心を持っているということで、直接お話も聞

きました。どこの市町村もどうでもいいという

ところはどこもない。どのように向き合ったら

いいのかということはみんな真剣に考えている。

だからこそ、広域連携とネットワークではない

のかなと、水平連携ではないのかなというよう

に思っておりますので、このプロジェクトにつ

きましてはいろいろお話出ましたとおり、いろ

んな地方債やふるさと納税、そういったような

ものも活用しながら財源も確保できるような道

筋もできているということでありますので、や

はりネットワークと広域連携の中からこのよう

な、トイレトレーラーのようなプロジェクトに

どう向き合うのかということにつきましては、

遠野市もそれぞれの市町村とも呼びかけをしな

がら、さまざまな形でのいろんな防災のあり方、

あるいはこれから起きる可能性のある首都圏直

下型、東南海・南海連動型、さまざまな、そし

て異常気象と言われるものが50年に一度どころ

か100年に一度というような中でどんどん大き

く変動・変化をしてきていることを踏まえれば、

ほっとくわけにはいかないということになるわ

けでございますので、何度も申し上げますけど

も、その維持管理の部分も含め、あるいは牽引

免許の取得状況や車検費用、あるいは移動に伴

う車両も必要とするという中で、まだ検討課題

が多いわけでございますので、その辺をしっか

りと分析、あるいは検証しながらこの問題にも

向き合ってまいりたいと、繰り返しますけども、

東日本大震災の際に遠野のという部分につきま

しては、重いものとして受けとめながら、この

ような問題にも真正面から向き合ってまいりた

いというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  遠野であるからこそ、

私はふさわしいのではないのかなというふうに

思っております。厚生労働省から示された、全

国424の公立、公的病院の再編・統合計画に含

まれた遠野市と密接な関係のある県立東和病院
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への対応について、そして災害時の避難所など

で大きな活躍が期待される移動設置型トイレト

レーラーの導入についてと、２つのテーマにつ

いて市長の見解を伺ってまいりました。 

 結びに、質問ではありませんが、昨日12月８

日は今から78年前のこの日の未明、日本国海軍

がハワイ真珠湾のアメリカ軍に攻撃を仕掛け、

太平洋戦争が始まった日でもあることを私たち

は忘れてはなりません。国政では桜を見る会の

問題が連日マスコミを大きくにぎわしておりま

す。招待客の基準が不透明であることをはじめ、

招待客データの削除の不可解さ、さらには長期

政権のおごりや緩み、税金を使った後援会の私

物化などと言われ、国民が十分に納得のできる

説明がないに等しく、各方面から非難や追及が

なされていることは当然ではないでしょうか。 

 今回の桜を見る会の招待者名簿の破棄問題は、

イラク戦争の自衛隊派遣日報の存在否定や森友

学園、そして加計学園問題の意義に係る公文書

の適切な管理のあり方に相通じるものがあり、

事実が覆い隠され消されてしまうことがあって

はなりません。一人の国民として、しっかりと

した事実解明と説明責任が必要であるという世

論は間違っていないと、私は強く思うものであ

ります。 

 ところで、先般、新しく選任された35人を含

む民生児童委員の皆様に辞令交付式がありまし

た。人口減少や高齢化が一段と進み地域力が衰

退し、なり手の確保に苦労する中で、民生児童

委員の皆様の果たす役割はますます大きなもの

となり、責務の重要さに敬意を表し、御活躍を

期待するものであります。ことしの正月過ぎか

ら地元新聞に長期連載企画として「ゆらぐ砦 

民生児童委員のいま」という民生児童委員の

方々の置かれている厳しい実態を細かく取材し

た記事がシリーズで掲載され、興味深く読んだ

市民の方も多かったと思います。そのような現

状に、このままでは地域の安心・安全を保つこ

とができなくなるという危機感を覚えましたが、

国は当然ながら議会や行政として今後何ができ

るか、一緒に取り組むべき大きな課題であるこ

とは間違いないと思われます。 

 最後に、この任期を限りに退任された民生児

童委員の皆様には崇高なボランティア精神で担

当する地域はもとより、遠野市のために高齢者

や独居老人をはじめ、子どもたちや地域住民の

見守り、サロン活動の展開、各種行事への参加

などほとんど報酬がない中で、多方面にわたり

特段の御尽力をなされ地域社会の見守り役や支

え役となってきていただいたことに、改めて最

大の感謝と敬意を表しますとともに、市民の皆

様が健やかに穏やかに年末年始を迎えられるこ

とをお祈り申し上げながら、私の一般質問を終

わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。４番

佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  佐々木敦緒でありま

す。去る10月12日本州に上陸して、国内に甚大

な被害をもたらした令和元年台風第19号。本市

にも倒木による家屋損壊や路面流失、河川洗掘

などの被害がもたらされました。改めて自然の

猛威を感じたところでございます。私からも、

被災されました皆様には心よりお見舞いを申し

上げますとともに、一日も早い復旧・復興をお

祈りいたします。 

 さて、市議会12月定例会における一般質問、

事前通告のとおり、本市の基幹産業農業の振興

について並びに早瀬川緑地公園内に水洗トイレ

等の整備について、市長に一問一答方式で質問

します。 

 まず１つ目に、農業の振興についてお尋ねい

たします。市長の市政課題への取り組みは、遠

野まちおこしセンターやとおの物語の館、蔵の

道ギャラリー等々中心部やその周辺の箱物には

本腰を入れられておられますが、本市の柱であ

る農業・農村への目配り、気配りに弱まりが感

じられ、現場には停滞感が生まれ始めています。

合併前、本市の農業総生産額は100億円を超し

た時期がありました。平成17年に宮守村では30

億円ほどと記憶しますが、これとの合算でス

タートし、そこから伸ばさなければならないも
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のを、平成30年度には73億円と合併時からほぼ

半減していることなどからも停滞が実感いただ

けると思います。 

 これを単純に要約すれば、農業者数が同じで

あれば農業者の農業所得は半減したこと、農業

所得が維持されたのであれば農業者数が半減し

たということであります。いずれにしも本市農

業の衰えを最も雄弁に語る指標であります。ま

ず、この農業生産額が半減した要因について、

市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木敦緒議員の一般

質問にお答えを申し上げます。農業というもの

に絞っての御質問ということにお聞きいたしま

した。さまざま、行政はあらゆる分野に目配り、

気配りをしながら対応していかなきゃならない、

そういった面においては農業、遠野の基幹産業

は農林畜産業、一次産業、その上にもうしっか

りと目を向けながら対応していかなきゃならな

いことは言うまでもなく、そのような施策を、

あるいは事業を関係機関、団体の皆様、特に現

場の生産者の皆様としっかりとタッグを組みな

がら展開をしているというように私自身も自覚

をし、また、認識もいたしているところであり

ます。 

 農業生産額が減少したという部分の中で、そ

の要因についてという御質問でありました。こ

の部分も、いろいろな要因はある、また、分析

をしなければならない。分析をする中から、そ

の数字が何なりを見出すのかということもまた

考えていかなきゃならないということになりま

すので、分析した数字をちょっと申し上げて今

の農業生産額の状況がどうなっているかという

ことにつきまして御答弁を申し上げますので、

担当の産業部長のほうから今もこの農業生産額

が減少したという一つの状況の中の背景も含め

て御答弁申し上げる。それで御了承ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

   〔産業部長中村光一君登壇〕 

○産業部長（中村光一君）  命によりまして、

お答えいたします。 

 まず、農業生産額が減少した要因についてで

すけれども、まずは農業を取り巻く環境は国際

的な農産物流通の自由化、国内における規制緩

和の進展に伴う恒常的な農産物価格の低迷、異

常気象による気候変動と変動リスクが高まって

いる状態となっております。さらには、ライフ

スタイルの変化によって、食に対する消費者

ニーズが多様化している一方で、生産者の高齢

化は進み、担い手不足が深刻化するなど厳しい

状況にあります。また、人口減少、少子高齢化

による自然動態に伴い、農業就業人口も減少し

ており、さまざまな要因から生産額が減少して

いる状況にあります。 

 産直を含めた農業生産額についてですけれど

も、平成26年度約73億3,000万円でありました

が、平成28年度は82億9,000万円までここは回

復しております。ですけれども、平成29年度79

億5,000万円、平成30年度は76億8,000万円と減

少に転じております。要因としては、さきに述

べたこともさることながら、畜産業の動向が大

きく影響しております。 

 キャトルセンターによる和牛増頭対策も行っ

ており、年間40から50農家、300から500頭の牛

を預かり、畜産経営の支援に努めてきておりま

すが、昨年度は和牛子牛市場への上場頭数が減

り、肉用牛を肥育する農家の減少による出荷頭

数の減少の影響もあり、農業生産額が減少いた

しました。 

 しかし、農業就業人口が減少している中にあ

って、70億円以上の農業生産額を維持している

ということについては、各農業者の頑張りが伺

えるものであり、敬意を表したいと考えており

ます。また、花巻農協の各生産部会では年間の

販売目標を定めながら、安心・安全で高品質な

野菜の生産に努めていただいております。昨年、

販売額１億円を突破したピーマンについても、

来年度、さらなる圃場の拡大が見込まれており、

農業者の元気、頑張りを感じることができると

考えております。農業生産額については来年度

の農林水産振興ビジョンの見直しに合わせ、現
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在の生産額を減少させることのないよう検討し

ていきたいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁で、

全国的に農業総生産額、減少しているんだとい

う内容の御答弁というふうにお聞きしましたが、

ところが、二毛作地帯とはいえ本市との提携を

している熊本県の菊池市では順調に農業生産額

を伸ばしているんです。そういう県も市もある

のだということを御認識いただきたいと思いま

す。私は、農業・農村の衰退こそが本市の経済、

そして活力の低下、ひいては人口減少までをも

招いたと思っています。平成17年４月１日社団

法人岩手畜産協会発行の「岩手の畜産」に市長

は「市長に就任以来、産業の振興こそが地域活

性化の近道との信念から総合産業振興センター

を立ち上げ、通産省との交流人事やＪＡ等から

も人的支援を受け２年目を迎えた今、ようやく

形が見えてきた」と言っています。「多方面の

機能を生かした農業振興が必要不可欠で、その

達成目標として、農業生産額100億円達成アク

ションプランを策定し、推進母体にアストを立

ち上げる。プランの柱となる畜産は、本市農業

の基幹として農業生産上大きなウエイトを占め

てきました。和牛部門は飼養頭数が県内１位を

占める現状を踏まえ、遠野牛の産地化の確立に

関係者一丸となって取り組む」と述べておられ

ます。「今ようやく遠野農業の形が見えてき

た」と述べられましたその形とは、いかような

ものであったのでしょうか、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  平成17年の岩手県畜産

協会が発行する「岩手の畜産」に寄稿した内容

等につきまして、御質問の中に述べられており

ました。繰り返しになりますけども、従来の行

政主導型であった農林畜産業の振興等につきま

してはやはりまずもって関係機関、あるいは生

産現場の方々としっかりタッグを組まなければ

ならないという、そのような中で総合産業振興

センターを立ち上げながら多くの生産者の方々

を、言うなれば巻き込んでの、この取り組みに

対応したということに尽きるわけであります。

このことは今でも変わらないものとして、位置

づけられているんじゃないのかなというように

思っております。 

 この取り組みの中で、特に農業の再生を重要

な課題と取り上げながら、これも繰り返しにな

りますけども、平成２年当時は100億円──米

価が全然違いますからね、これも言えばあれで

すけれども、100億円を確保していた時代もあ

った。したがって、そのような一つの中で、平

成14年には実は60億まで落ち込んでおると、こ

れをこのままほっとくわけにはいかないという

中で、文字どおり総合力という一つの力の中で、

たいへんな中で、農業生産額100億円達成アク

ションプランといったものを打ち出しながら目

指そうじゃないかという、そのような形でス

タートさせたということになるわけであります。 

 農業活性化本部──あぐりステーション遠野

といったようなものが通称アストといたしまし

てこれも今もしっかり機能しながら、生産現場

の方々と向き合ってるという組織につながって

いるわけであります。この遠野農業元気アップ

チャレンジ事業、さらにはいろんなグループや

団体の方々の対応する中にきめ細かい、いうと

ころの研修なり、さまざまな情報交換なり、あ

るいは講習会なり、それをしながら身の丈の中

でしっかりと踏まえて、この農業といったもの

に取り組もうというそのような仕組みになって

いるわけでありまして、生産現場提案型という

ことに転換することができたんではないのかな

というように思っております。特にこの農業活

性化本部──通称アスト──これにつきまして

はさまざまな畑わさびの栽培拡大やミニトマト

やアスパラガス、先ほど部長が答弁しておりま

すけどもピーマンの問題、そういったような問

題の中でさまざま提案型、一つの事業として取

り組んで、それの成果が得られてるんではない

のかなというように思っておりますから、平成
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17年、16年当時からすると、さまざまな経緯は

あったもののそれがしっかりと継続は力という

ような中で、形となって生産現場の方々と向き

合っているということに、今あるのではないの

かなと思っておりますが、これをしっかりとま

た検証をし見直しもしながらどうすれば、本当

に遠野の農業のあり方、一次産業のあり方、そ

れをどのようにという部分がこの人口減少、後

継者不足の中にあって我々なりに見出していか

なければならないのではないのかなというよう

に考えておるところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  寄稿された文章を、

遠野の市長、本田市長すごいというふうに思い

まして、大切に保管を今までもしてきたところ

であります。市長に見えた遠野農業の形をお聞

きいたしました。ところが見えたはずの本市農

業の形は、数年にして全般にわたり大きく後退

の姿が見え始めています。その現状への対策か、

市長は平成22年３月に遠野市農林水産振興ビジ

ョン──通称タフ・ビジョンを策定し、同28年

３月に第二次計画へ見直しをしています。 

 先般、地元新聞に「旧情報ビジネス校閉校か

ら10年を迎えることを機に跡地利用検討懇談会

を設置し、活用案を検討」というふうに報じら

れたのですが、私は閉校してから「何もできず

10年もたってしまったので」が妥当ではないか

というふうに捉えました。10年たった今になっ

て、跡地の利活用を検討し報告書を作成すると

の計画ですが、計画が実行されるのは何年先の

ことでしょうか。宮守町の停滞を案じたなら、

閉校に間に合わせ、もしくは、間もなく活用す

べきだったと私は考えますので、強い違和感を

覚えます。 

 例え話になってしまいました。本題に戻りま

す。タフ・ビジョン、初期の計画策定から間も

なく10年になりますが、計画の実行にもかかわ

らず農業者数や農業生産額の減少には、依然と

して歯どめがかかっていません。タフ・ビジョ

ンを実践して先ほどもるるお話は聞きましたが、

本市の農業・農村はどのように変化したとお思

いですか。検証済みと思いますので、来年見直

しとすれば既に検証していると思いますので市

長の御認識をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、平成16年、

17年当時のそのような取り組みの中で、形とし

ながらスタートしながら、しかし、時代背景、

国際情勢、ＴＰＰの問題等もいろいろありまし

た。そのような中で、いうところの遠野だけで

はない。やっぱり国内情勢、国際情勢、そのよ

うな中で遠野の農業も考えていかなければなら

ないという部分の中で、そうは言いながらも、

遠野として、特にアストという一つの取り組み

が、生産現場の方々と真正面から向き合いなが

ら進めているのだということにつきましては、

ある程度、これはしっかりと踏まえた対応をし

なければならないかというふうに思っておりま

す。 

 そのようなことを踏まえながら、ただいま御

質問のありましたとおり、遠野市農林水産振興

ビジョン、通称タフ・ビジョン、これを策定を。 

 しかし、これは総合計画を上位計画、総合計

画があり、その中の一つの農林水産振興ビジョ

ンという一つの位置づけの中で、農林水産業を

中心とした、畜産を含めてでありますけども、

それをしっかりとした方向性を見出すという意

味におきまして、その実現方法を示した計画で

あるということになるわけであります。ビジョ

ンは５年間の実行期間として位置づけました。

平成22年３月に策定をしております。 

 現在、平成28年から令和２年までの第二次遠

野農林水産振興ビジョン（タフ・ビジョンⅡ）

これにつきまして、それぞれ振興策を推進して

きているところであります。 

 市単独の計画ではない、これはまさに総合作

業ということになれば、県、ＪＡ、農業共済組

合、土地改良区、森林組合、まさに、関係機

関・団体が一丸となって、これを目指す方向に

取り組んでいこうという中での一次産業の振興
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を目指す一つのビジョンであります。 

 策定後でありますけども、農地を農地として

有効に活用することによる経営の強化、担い手

の育成や確保、農地の集積による農業経営の効

率化や低コストの推進、さらには６次産業化に

よる付加価値を高める一つの取り組みなど、時

代の変化に応じた、そのような取り組みをタ

フ・ビジョンⅡの中におきましても、それぞれ

の関係機関の皆様の協力をいただきながら進め

ているところであります。 

 令和２年度、このビジョンの一つの検証と次

期計画の策定もしなければ、急がなければなら

ないという状況になっているところでございま

すので、これから行う検証作業の中におきまし

て、例えば、いろいろ御質問あったことも踏ま

えながら、あるいは提言を踏まえながら、この

声をできる限りこの次の計画に反映にさせなが

ら、持続可能なしっかりとした遠野農業のあり

方、一次産業のあり方、これにつきまして真正

面から向き合いながら、多くの関係者の皆様の

御協力と、また御理解をいただかなければ、行

政だけではどうにもなりません。やはり、関係

機関・団体が一丸とならなきゃならない。そう

すれば、必ず生産現場の方々は、何らかの形で

しっかりと向き合ってもらえるんじゃないのか

なというふうに思っているところでございます

から、それを信じながら、次の計画の中に、御

質問の趣旨等をしっかり踏まえた対応をしてま

いりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後1時まで休憩いた

します。 

   午後０時00分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。４番佐々木敦

緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  農業の振興に対する

私の見解は、市長の認識とは違います。タフ・

ビジョン、確かに大変立派な計画ではございま

すが、しかし、市民にどれだけ浸透しておられ

るか、生かされているのか疑問を感じておりま

す。御答弁に当たっては、質問事項に沿って、

向かい合って御答弁くださればいいなというふ

うに望みます。 

 タフ・ビジョン策定から５年後、活性化どこ

ろか、ほとんどの面において大きく衰えていま

す。前後数字で比較しますと、農家人口が１万

365人から7,671人に、肉用牛は1,664頭から1,3

75頭へ、県内一の飼養頭数を誇り遠野牛の確立

を目指すとしていた肉用牛は、何と5,104頭か

ら3,960頭に、肥育牛に至っては、ほぼゼロに

などなど、示せば切りがないほど軒並みマイナ

スです。増加し続けているのは、望みもしない

耕作放棄地と空き家ではありませんか。タフ・

ビジョンで目指した本市農業・農村の姿は、一

つに、耕作放棄地ゼロ宣言のまち、二つに、み

んながいきいき就農するまち、三つに、農業で

生計がたち後継者がいるまちなどですが、思っ

たような方向に進んでいないのが現状です。 

 ゆえに、今、農業・農村が抱えている人口減

少、農業者の高齢化、農業の担い手の減少、農

地の受け手となる認定農業者の減少、農家の嫁

不足等の対策が喫緊の課題であります。限界集

落が目の前にある集落も存在し始めています。

スピード感を重んじている市長ですから、既に

お持ちのことと思います。その対策案をお伺い

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、タフ・ビジ

ョンの中におけるそれぞれの数字が全て下回っ

ているんではないのかなというような現状につ

いて触れながら、質問があったわけであります。

スピードとタイミングということは、常日ごろ

から話をしているところであります。ビジョン

として、それぞれの現状を踏まえながら目標数

値を持ったという中にあっても、これは言い方

を間違えば国や県の、あるいは国際情勢という

中で、そこに原因を求めるということになりか
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ねないわけでありますけども、今、それぞれの

生産者の皆様は、それぞれの取り巻く環境を厳

しく受けとめながら、しっかりと懸命に頑張っ

ているというその姿を後押しをし、その環境を

きちんと整えることが、やっぱり、今、求めら

れているんではないのかなというように思って

いるところであります。 

 さまざまな形で、今、数字が示されたわけで

ありますけども、農業生産額そのものにおいて

は目標値を上回っているという部分も、また一

つの手応えとして見出さなければならないんじ

ゃないのかなというように思っております。特

に、重点品目として取り組んでいるピーマン、

アスパラガス等については、生産面積、売上額

も伸びているという状況、あるいはいわて遠野

牛の出荷頭数については、平成28年の子牛市場

の取引価格が高値であった半面、肥育用の子牛

の導入が思うように進まなかったということも

背景にあるということであります。減少する和

牛頭数を回復するための取り組みとしては、畜

産クラスター事業や県単のマスタープラン事業

の活用により、増頭意欲のある農家に支援を行

うこと、あるいは県や関係機関と、それぞれこ

の部分について協議を進めているところであり

ます。 

 耕作放棄地につきましても、毎年、農業委員

会等の関係機関としっかり連携を図りながら、

パトロールを実施しながら、このパトロールの

結果、耕作放棄地が毎年新たに発生している状

況にもあるということも、それも十分承知をい

たしているところであります。対策といたしま

して、耕作放棄地や休耕している農地を農業委

員や農地利用集積アドバイザー等が担い手にあ

っせんする、そのような耕作放棄地再生事業を

平成22年から実施しておりまして、この事業で

再生した農地は約22ヘクタールになっていると

いうことも手応えとして得ているということも、

ひとつ御承知おきいただければというように思

っております。 

 また、この農地中間管理事業を活用しながら、

担い手に農地を集積、集約していく、そしてさ

らには、繰り返しになりますけども、農業委員

や農地利用最適化委員等の方々がみずから汗を

流し、耕作放棄地ゼロのまちを目標に、菜の花

などの作付なども推進していただいているとこ

ろでございますので、今後ともこのような対応

をまさに愚直に繰り返しながら、スピードとタ

イミングを間違わないような、そのような生産

現場としっかりと向き合ってまいりたいという

ように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  私は、ただいまお聞

きしました市長の現状認識と対策案では、本市

の農業、農村の活力を呼び戻すことは困難と考

察します。その理由は、こうです。 

 どこの市町村でも、基幹産業である農業部署

には農政や農業土木、畜産分野のエキスパート

が配置される。そのエキスパートの牽引と指導

によって、次の職員が育成され引き継がれる。

この仕組みが大事なことは自明にもかかわらず、

当市ではこのような人事と取り組みが長いこと

なおざりにされてきた。だからであります。そ

の影響が時とともに拡大してきたと考えます。 

 農業は、家族や周りの方から教えられても、

天候や土壌など、自然に左右される奥深いなり

わいです。それゆえに、机の上で組み立てたプ

ランでは、到底、農家に受け入れられるものに

はなり得ないのです。「現代農業」を１年購読

して農業がわかったというものではありません。

このような業種がゆえに、経験豊富な精鋭者が

必要になります。農政は事務職ではなく、現業

職と考えるべきです。現場に出て農家と直接語

り合い、農業振興をまとめ、それを実践する、

これこそが、これまで先輩が築き上げてきた遠

野農政の姿であります。 

 今配属されている職員は農政経験を積まれ、

農家に受け入れられていると感じています。せ

っかくこの分野に精通し、これから実力発揮と

いうときに配置転換している今の人事では、も

とのもくあみになってしまいます。後任が育ち

任されるに至るまで、長期の配属に配慮するこ
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とが、本市農業の再生には必要と提言します。

市長の御見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  職員の能力発揮という

部分が大きな課題であるということも十分承知

しております。なおざりという言葉も出てまい

りました。なおざりにしていることは全くあり

ません。懸命に取り組んで、限られた人材の中

でどのように市政課題に向き合うのかという部

分が、やっぱり大事なわけであります。 

 行政におきましては、向き合うべき市政課題

の分野、さまざまあるわけであります。そこに

どのように、いうところの適材適所という中で

人材をという部分が、やっぱりこれも非常に大

事な大事な取り組みであるということも十分認

識しながら、今、職員の人事異動については、

繰り返しになりますけども、適材適所の人事配

置、組織の見直し及び多種多様な執務経験によ

る人材の育成等のため行ってきているというこ

とは御案内のとおりであります。多岐にわたる

行政事務におきまして、複数の部署で経験を積

むことによりまして、知識、判断力、あるいは

表現力を身につけ、市民の皆様の身近なところ

で、職員としての自己啓発と新たな能力開発に

つなげていかなければならないということは申

し上げるまでもありません。 

 しかし一方で、数年で職員が異動することに

より、市民へのサービス低下になるんではない

のかなという部分のそのような懸念が、今、示

されたところであります。これは、全く100％

しっかりと対応するというわけにはなかなかい

かない。その部分におきまして、市の基幹産業

であります農業分野に限らず、他の各部署に共

通する内容である一つの課題ではないのかなと

いうように認識をいたしております。異動の際

には事務引き継ぎをしっかり行うよう指導しな

がら、行政事務に係る事項のほか、業務にかか

わる関係機関や団体、市民のつながり等につい

てもしっかりと引き継がれるように徹底をして

いるところであります。 

 なお、これとはちょっと違った角度になりま

すけども、特に農業分野においては農業活性化

アドバイザー、これを４人配置をいたしており

ます。作物栽培指導に関すること、あるいは新

規就農者や認定農業者の経営計画の策定に関す

ること、農地利用集積に関することなど、随時、

アドバイザーとして助言、指導を、現場の中で

行っているということになるわけでございます

し、また一方、花巻農協、あるいは農業共済組

合、森林組合も含め、さまざまな関係団体と連

携を図りながら農地の巡回指導や各種研修会の

企画運営、専門分野における研修事業など、各

組織の役割に応じた取り組みをいただいており

ます。これは極めて大事なことではないのかな

と思っておりますので、農業者の顔の見える関

係を保ちながら、さまざまな形での課題に立ち

向かう意欲のある職員の育成も図っていかなけ

ればならないかというように思っております。 

 そのような中で、組織と連携を図ることで、

いうところの農業に取り組む一つの総合力とい

う大きな力を関係機関、団体、そのようなアド

バイザーなども含めながら対応していくという

ことが、一番肝要ではないのかなというように

認識をいたしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  時間がなくなります

ので急ぎます。 

 衰えたものの挽回への努力、工夫が必要です。

創業と守成、ともにこなしてこそ、足腰の強い

農業、農村が築かれるのではないでしょうか。 

 昭和62年ころ、旧宮守村ではワサビの森づく

り構想を作成し、岩手県や東北農政局へ猛烈に

アタックして、平成元年度、全国に先駆けて事

業採択された中山間地域農村活性化総合整備事

業、中斉地区、約11億円の巨費に、国、県合わ

せて補助率85％を獲得、農道や水田の圃場整備

のほかに、農家の工事負担率15％で水田３ヘク

タール超をワサビ田に造成、ワサビの栽培面積

が東北一になったこと、あわせるようにホウレ

ンソウが１億円産業に発展したことが思い出さ
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れます。 

 今、本市に必要なのは、未来に実りをもたら

す特産品の生産拡大と持続、それを可能とする

農政と農業土木に卓越する人づくりが必要です。

附馬牛、長野、大洞地区など、湧水がある地区

に高率補助と過疎債などを充当し、農家負担を

極力軽減して新たなワサビ田の整備促進を図り、

遠野ワサビの生産量をふやすことは一つの策と

考えます。 

 先般、東京の豊洲市場に、東京シティ青果株

式会社を訪問しました。遠野ワサビの引き合い

は強いが量が少ない、生産量をふやすことが大

切との声を聞くことができました。ちなみに、

ワサビの国内の生産量は約８割が静岡市、島根

県や長野県、東京などが、あとの20％を担って

いるのですが、当市にあっては１％弱でありま

す。市場の情報を素早くつかみ、それに迅速、

的確に応える対応力が必要です。 

 また、ホップなど高収益作物の生産面積の拡

大も重要な課題と考えています。県農林振興セ

ンター、普及サブセンター、ＪＡ、市が一体と

なり、生産農家と真剣に向き合い、営農地の団

地化を図るなど、大胆で先進的な遠野農業の未

来づくりが急務です。それによって農家が潤う

ことになるのですが、市長の御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま佐々木議員の

ほうから、まさに未来を志向する一つの農業の

あり方という中で、いろんな事例の中で質問が

ありました。全くそのとおりだというふうに理

解をいたしております。 

 ワサビ、これも遠野としてしっかり向き合わ

なければならない一つの大きな特産品と申しま

すか、取り組まなきゃならない一つの課題であ

る。この中で本年におきまして、質問の中にあ

りましたけども、国庫補助事業の産地パワーア

ップ事業を活用しながら、例えば4.7ヘクター

ルの新規ホップ畑もそのような中で確保したと

いう、そのような中にもあります。また、0.8

ヘクタールでありますけども、高度環境制御栽

培施設によりますパドロンの周年栽培もスター

トいたしました。複合経営という一つの収益性

の高い農業の実現に向けた取り組みが始まった

というふうに捉えていいんじゃないのかなとい

うように思っております。 

 そういった中におきまして、繰り返しになり

ますけども、ピーマンの栽培などについても、

来年度もさらに拡大が見込まれているという状

況にありまして、販売額、これも１億円を超え

るという中で、来年も期待はできるんじゃない

のかなというように思っておりますから、ただ

いま、いろいろ御質問の中にありましたことを

しっかり踏まえながら、関係機関・団体、ＪＡ

花巻、さらには県、農林振興センター、あるい

はサブセンターなども中心にしながら関係機

関・団体、あるいはいろんな生産部会の方々も

いらっしゃるわけでありますから、アストを中

心にそのようなことを向き合いながら、ただい

まの御質問の趣旨に述べられたとおり向き合っ

てまいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  永遠の日本のふるさ

との原風景、遠野の田園位置に暗雲が垂れ込め

ています。国の７割を占める中山間地域の維持

に成果を上げている中山間直接支払制度、県内

371協定のうち、来年度の５期対策に取り組め

ないのは８協定、協定の用地を一部除外するの

は151協定、また、多面的機能支払交付金の受

け皿となる組織の解散、集落営農組織も法人化

に至らず解散がふえたと報道されています。本

市にあっても同様の現象と推察しています。こ

の制度の支えにより田畑の荒廃が防がれてきた

のですが、この先が心配されます。 

 離脱の原因としては、農業者の高齢化が要因

と考察しますが、それに増して大きいのが米価

の値下がりと推量しています。平成５年、60キ

ロ当たり２万3,607円が、26年に１万1,967円と

ほぼ半値に暴落したと、これが遠野の農業生産

額の減少にも結びついているということは、先

ほどの答弁のとおりであります。暴落して、依
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然として低迷状態から、子や孫に農業を継がせ

ようにも、水田農業で生活が成り立つか等々苦

悩の末、別業種へ移行する準備として離脱がふ

えたものと推察しています。 

 そこで、遠野市独特の水田農業政策として、

一つの私案を示したいと思います。米価の安定

を図るには、農家みずからが主食用米の作付面

積を減らす作付転換の拡大が必要になりますの

で、水田を一定規模の単地に集約、集積して、

畜産農家には牧草を、酪農家にはデントコーン

等の栽培地としてお借りいただき──これは熊

本県の菊池市の事例かとは思いますけれども─

─お借りいただきまして、飼料作物、飼料用米

等へ転換を強化する。さらなる転換誘導の手法

として、中心部の活性化にばかり傾注せず、農

村部の活力増進を図るためにも有利な起債を充

当するなど、経営所得安定対策産地交付金の土

づくり推進助成には自家製堆肥も対象とするほ

か、堆肥の運搬費、重点費目、連担・団地化等

の助成に市単独で補填を行い、交付単価に上乗

せすることとあわせ、畦畔の取り外し等簡易工

事の市単独助成制度の創設まで進めば、農家に

勇気と活力が生まれます。 

 これらの実践で米価の安定に資する水田農業

と畜産業の互恵関係に発展する水田のフル活用

対策案を農家と話し合ったところであります。

いかがでしょうか。本市の農業を強化するため、

国や県の制度や枠にこだわらず、遠野市独特の

農業施策の構築こそが緊要と思うのですが、市

長の御所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問の中で

市単独の施策もという、そのようなことが述べ

られておりました。 

 水田農業の振興のためには、さまざまな手だ

てを講じていかなきゃならない。収益性だけで

はない、やはり日本の原風景としての、田んぼ

は田んぼでなければならないというような、そ

のようなものも一つの価値として見出さなけれ

ばならないとなれば、いろんな手だてを講じな

がらそのような環境を守っていくということも

大事ではないのかなと思っておりまして。 

 特に水田の転作作物の交付金のうち産地交付

金については、地域の実情に合わせ、特色のあ

る取り組みに対して交付することができるとい

うことになっているわけで、これは御案内のと

おりであります。助成対象や助成内容、助成金

額も地域ごとに設定することができるというこ

とにもなって──これは当然おわかりのことだ

というように思っておりますけども──対象者

の増加や助成内容の拡充については関係機関の

協議や、あるいは座談会等で地域の意見を反映

しながら生産者の意欲向上につながるよう、こ

れは見直しを図っていかなければならない。ま

さにスピード、タイミングということになろう

かというように思っておりますけども、この市

単独補助金による補填については、要するに限

られた財源の中で農業振興に有効な対策を講じ

るというそのような形での理論武装と申します

か、制度設計をしていかなければならないかと

いうように思っております。 

 水田農業のほかにも園芸作物や、あるいは畜

産も含め農業振興については、繰り返しになり

ますけども、第２次農林水産振興ビジョン（タ

フ・ビジョンⅡ）、これをしっかり──ただい

ま御質問の中でいろいろありましたけども──

総括しなきゃならない、検証をしなけりゃなら

ない。そういった一つの作業の中で、現在の補

助制度の検証も行いながら、ただいま申し上げ

ましたような新たな支援策といったものにどの

ようにつなげていくのか、どのように皆様の理

解をいただくのか、財源がどのようにやりくり

できるのかというような中で、新たな支援策と

いったようなものもタフ・ビジョンの見直しの

中に見出してまいりたいというように考えてい

るところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  次の質問に移ります。 

 早瀬川緑地公園内に水洗化トイレの新築と、

選手用ベンチに日差しや雨を避けるための仮設
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屋根の設置について市長の御見解をお伺いしま

す。 

 最近まで、プロ野球のドラフトで指名される

岩手県の選手は少なかったのですが、今では国

内どころか、お隣、花巻の高校出身選手がアメ

リカの球界で２人も活躍しています。そして、

ことしも岩手県関係者４名がドラフト指名され

ました。これを、私は本県野球レベルの向上と

体力の高まりと評価しています。このような希

望の星が、我が遠野市から出現しないかと熱望

するところでございます。やはり、それには幼

少期からの充実した指導と食事管理による体力

増強、トレーニングや試合に打ち込める環境の

整備が不可欠と思っています。 

 あるとき、スポーツ少年団の御父兄から、こ

のようなお話をいただきました。「早瀬川河川

公園グラウンドの選手用ベンチに屋根がない」

「猛暑によって熱中症が心配される」、また

「遠野市では衛生面からの理由でトイレの水洗

化を推奨しているのに、ここ早瀬川緑地公園は

常設の公的施設でありながら、いまだに仮設ト

イレで、子どもたちも不便と不潔を感じている。

私たちには市の方針と相違への違和感がある」

とのことでありました。全くお話のとおりであ

ります。 

 この公園は、野球ばかりかグラウンドゴルフ

や消防演習、さらには地域防災のヘリポートに

も指定されている重要な公園にもかかわらず、

水洗化されたトイレが整備されていないことは

行政の手落ちと思い担当課にもお話しいたしま

したが、市長の御見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  早瀬川緑地公園の環境

整備についてのお尋ねでありました。 

 ただいま御質問の中にありましたとおり、早

瀬川緑地公園は、野球場のほか、花壇あるいは

芝生広場もありまして、野球のほかグラウンド

ゴルフ、マレットゴルフなど、市民の皆様の憩

いの場として親しまれている場所であります。

また、景観は六角牛山を眺める環境の中にあり

まして、早瀬川沿いから愛宕神社まで散策もで

きる、そしてまた遠野らしいという部分におき

ましては、遠野の景観を醸し出す一つの大きな

魅力のある空間になっているという場所でもあ

ります。 

 したがいまして、市民の皆様に親しまれる公

園であり続けるためには、まだまだやらなけれ

ばならないことはあると。担当課のほうにも話

をしているという話がありましたけども、ベン

チの増設、あるいは看板、例えば野球場の話が

ありました。あのスコアボード、もっと何とか

できないのかなということを話をしているんで

すけども、なかなかそこに持っていけないとい

うじれったさも持っているわけでございますけ

ども。そのような、まずやらなければならない

ことをしっかりとやるということが、今は大事

じゃないのかなというように思っているところ

であります。 

 堤防にある階段、高齢者、障がい者の方々、

ちょっと手すりを、例えば仮設でもいいから手

すりをつけておけば、上りおりも、河川におり

て堤防に上がるということも容易だというよう

な部分もあるということも考えれば、いうとこ

ろの繰り返しになりますけども、大きな改修を

しなくても、改善すべきものはあの中に見出す、

またあるんだということにも、私もそのことを

改めて気がついているというよりも、そのこと

を担当のほうにも話をしております。 

 早起き野球、あるいはスポーツ少年団の大会、

年間１万人以上の方々が利用しているという場

所でございますので、トイレのお話もありまし

た。４基ありますけども、うち２基が水洗とい

う中でありまして、このトイレの週１回定期清

掃と、あるいは利用状況によれば巡回清掃を行

っているということでありますので、選手用ベ

ンチも含めながら、その辺の環境整備、いうと

ころのテント持ち込みを含めながら熱中症対策、

そのようなものにもしっかり向き合ってまいり

たいというように思っているところでございま

すので、できる範囲から改善に取り組みながら、

これまで同様、市民の皆様に親しまれる緑地公
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園としての位置づけの中で環境整備を図ってま

いりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  はじめて私の質問に

真剣に答えて御答弁いただいたのかなというふ

うに思っているところであります。 

 本河川は岩手県管理の河川でありますから、

河川法の定めるところにおいて、河川敷内に本

設永久的な構造物が設置できないことは十分承

知しています。しかし、工夫次第──先ほど市

長の御答弁にありましたが──例えば、計画高

水位──ハイウォーターレベルということにな

りますが──計画高水位以上の堤防の上とか堤

内地──堤防の内側、守られている家屋がある

ほうですが──堤内地にトイレを建築して、道

路は堤防を掘削することなく簡易階段、先ほど

の答弁にありました手すりをつけた簡易階段、

または障がい者に優しいスロープを盛り土して

設けることは、河川法上、許される範囲と推量

いたします。ベンチの屋根も取り外しできるプ

ラスチック、あるいはアルミパイプの支柱に遮

光用塩化ビニール製トタンなどを張りつけた軽

量簡易構造物であれば、許可の可能性があると

いうふうに考えておりますので、この点につい

て御見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  緑地公園という位置づ

けなわけでありますけども、一方においては河

川敷だという、そのような場所でもあるという

ことでありまして、ただいま計画高水位以上の

構築物等についての見解を言った中で、いろい

ろ提案もありました。 

 これにつきまして、担当の市民センター所長

のほうから、関係であります河川敷地の構造物

等につきましては、県のほうの指導もいただか

なきゃならないということになっておりますの

で、その辺の状況も含めまして、現状につきま

して市民センター所長のほうから御答弁申し上

げますので、御了解いただきたいと思っており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  市民センター所長。 

   〔市民センター所長小向浩人君登壇〕 

○市民センター所長（小向浩人君）  命により

まして、質問にお答えいたします。 

 河川敷内の工作物の設置については、河川敷

地の占用許可準則に定められており、トイレ等

は設置できるとされておりますが、洪水時には

撤去、移動ができる構造であることが求められ、

実質的に河川敷内への固定設置はできないもの

と認識いたしております。 

 議員御指摘の堤防の計画高水位以上であれば

可能ではないかということについては、県に確

認いたしましたところ、堤防本体に盛り土をし

て高さを確保すれば可能であるものの、河川敷

内は洪水時の流れを妨げることから、河川敷の

外側であることが望ましいとの回答でありまし

た。しかしながら、堤防の外側は市道と宅地が

連なっておりまして、利便性の高い隣接する場

所で用地を確保することは困難であると判断し

ております。 

 ベンチの簡易的屋根については設置は可能で

ありますが、利用者から必要性などを確認し、

設置の可否を判断したいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいま御答弁あっ

たとおりだとは思っています。 

 しかしながら、縦割り行政の弊害を感じてな

りません。計画高水位の上にトイレを設置した

例は柏木平ふれあい広場などにもあります。イ

ベント時に利用率が高いと観察しています。公

園等に限らず、人間社会にはトイレは欠かすこ

とができない施設であります。土木技術に精通

する職員であれば、河川占用手続、計画高水位

の上に建築する計画と設計は容易と認識します。

要は移る場所がないということでありましたけ

れども、家屋の移転ということも一つの条件の

中には存在するわけですから、そういうことも

真剣に考えなければいけない。要は河川管理者
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との協議に熱意があるかどうか、トイレの建築

をしようとする前向きな気持ちがあるかどうか

ではないでしょうか。 

 堤防の上、もしくは堤内地に小さな更衣室な

どを備えた水洗化したトイレを建築することは、

競技者や父兄の使用者に限らず、周辺の市民の

皆様にも、においばかりでなく、蚊、ハエなど

が発生しない衛生的環境が提供できると思いま

す。また、そうすることこそが行政の役割と思

うのですが、いかがでしょうか、御認識をお伺

いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま早瀬川緑地公

園に構造物という部分につきまして、それぞれ

管理している県の見解も踏まえながら担当部長

から答弁を申し上げました。 

 水洗トイレの設置等につきましては、衛生面

からもという部分の中での御質問であったわけ

でありますけども、当然であります。きょうも、

この前段に瀧本議員のほうから、トイレトレー

ラーのお話なども出ました。そのようなことを

考えれば、快適なという部分とその環境を整え

るという部分につきましては、早瀬川緑地公園

のトイレも一つの課題であろうかというように

思っているところでございますので、河川敷で

あるという立地条件と利用者が休日等に、いう

なればシフトしているという状況も踏まえなが

ら、管理のあり方、定期的に行っているという

ものの、衛生面では特に大きな問題は生じてい

ないということも報告を受けているとこでござ

いますけども、だからいいんじゃなくて、それ

を踏まえながら、周辺住民からの衛生面での苦

情等の報告は来ておりませんけども、それぞれ

の利用する方々、子どもたち、あるいは保護者

の方々、そのようないろんな方々の対応も考え

れば、必要な対応はやっぱり行っていかなきゃ

ならないんじゃないのかなというように認識を

いたしているとこでございますので、それをも

って答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  報告は受けていない

という御答弁でありましたが、町の姿勢なんで

すか、聞いて歩いたらどうですか。以前にも議

会で出たことがあったと記憶しています。にお

いがある、あのトイレをどうにかできないかと

いうふうな、私の記憶が間違いでなければ、以

前、議会でもそういう質問があったやに感じて

います。 

 今回の私の質問は、迅速かつ的確に市民皆様

の要望に応えることで、楽しく快適な生活環境

の提供、そしてスポーツ環境の整備促進によっ

て、子どもたちの健全育成と競技者の増強につ

ながることを期待してのものでありました。し

かし、こうした施設の整備こそが、結果的に遠

野生まれの有望選手誕生にもつながる可能性が

ございます。これが、サッカーで全国大会へと

思うなら遠野の高校へと同様に、プロ野球選手

を目指すなら遠野の高校へという機運の高まり

となり、本市の定住・交流人口の増加と活性化

につながると考えます。 

 そのための小さな拠点、１歩として、早瀬川

緑地公園内に水洗トイレの新設、そしてベンチ

への簡易屋根の設置が待たれると思うのですが、

担当課の作成した答弁原稿によるものではなく

て、市長みずからの思いを御答弁いただくこと

を切望いたしまして、再度御見解をお伺いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま佐々木議員が

述べたことは、全くそのとおりであります。ま

さにそのような環境整備を一つ一つ行うことに

よって、子どもたちの夢と可能性と希望が見え

てくるということになろうかとは思っておりま

すから、ただいま、担当じゃなくて市長の思い

ということでありましたので、このような課題

にもしっかりと向き合ってまいりたいというよ

うに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 
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○４番（佐々木敦緒君）  まだまだ議論したい

ことがたくさんございますが、私に与えられた

時間というものがありますので、時間の制限が

ありますので、これで私の12月定例会一般質問

を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。１番小

松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  小松正真でございます。 

 きのうの夜、テレビを見ていました。ある民

放の全国放送で遠野市が映っていました。達曽

部の中のぽつんと一軒家、市内には、まだまだ

私の知らない地域資源が多くあるんだなと改め

て認識をいたしました。新たな観光資源になれ

るかどうか、それは別として、地域資源一つ一

つ、それにスポットライトを当てる観光政策が、

今、求められていると感じております。 

 これより、大項目１点、一般社団法人遠野ふ

るさと公社について、通告に従い一般質問を行

います。 

 ことしも12月を迎え、2019年も残り１カ月を

切りました。師走といいますが、市民の皆様も

慌ただしくしていることと思います。12月とい

えば忘年会、１年の嫌なことを忘れてしまおう

という会が多く開かれると思います。遠野市に

おいて、本日取り上げるふるさと公社の問題は、

絶対に忘れてはいけない問題の一つであると認

識しております。上半期が終わり、下半期も中

ほどに差しかかっています。これまで、ふるさ

と公社については累積赤字の問題や債務超過の

可能性等、議会でも新聞でもさまざまな話が出

ております。 

 そこで、１つ目の質問でございますが、本年

度、上半期を終え、遠野ふるさと公社の実績が

どのようになっているのかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小松正真議員の一般質

問にお答えいたします。 

 まず、ふるさと公社の本年度の実績等につい

て、10月末現在の数字を申し上げたいと思って

おります。収益が４億5,500万円、そして経費

が４億4,200万円でありまして、指定管理料を

含む収支は1,300万の黒字となっているところ

であります。昨年の同月では700万円の黒字で

あったため、昨年比では600万円の収支改善が

図られたという数字に今なっております。 

 純粋な売り上げを見ると、昨年比で650万円

ほど減少しておりますが、これは昨年、風の丘

20周年感謝祭にあったことと、台風の影響によ

り、10月に予定しておりました風の丘収穫祭等

のイベントが中止になったことが影響として出

たのではないのかなと思っております。 

 増収の要因といたしましては、印刷製本費や

旅費、あるいは交通費等の経費削減、あるいは

福島第一原発の東電の賠償金等が挙げられるの

ではないのかなというように分析をいたしてい

るところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  実績についてお話をい

ただきました。 

 このままいくと、本年度は赤字が出そうなん

でしょうか、それとも黒字になりそうなんでし

ょうか。今の見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、10月末現在と

いう中で数字を申し上げました。 

 ただ、11月から12月──今12月であります─

─１月、２月、３月と、あと５カ月があります

ので、これからもしっかりと課題に向き合いな

がら数字を確保するように、全力を挙げて対応

してまいりたいというように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  そうすると、今の御答

弁だと赤字になるか黒字になるか、御答弁を避

けられたような印象でございます。 

 去年みたいに赤字を出さなければいいなとい

うふうに思うところなんですけれども、上半期

の経営分析というものがしっかりなされている
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んでしょうか。何か今の御答弁を聞いていると、

私は上半期の経営分析、余りうまくできていな

いんじゃないかなというふうに思います。下半

期、赤字を回避していくため挽回する、そして、

いいところは伸ばすというふうなお考えだとい

うふうに思いますけれども、上半期をどのよう

に生かし、下半期につなげていくのか、その対

策は行われているのか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  よく正念場という言葉

を使っているわけでありますけども、公社を取

り巻く環境も、高速インフラ整備もはじめとい

たしまして大きく変わってきております。その

ような中におきまして、上期の状況をしっかり

と検証しながら、特に下期、この部分について

どのように数字を確保するのかということにつ

きまして、先ほどの答弁とまた同じような答弁

になりますけれども、しっかりと向き合いなが

ら一定の数字を確保するように全職員を挙げて、

全職員というよりも公社職員とさまざまな関係

者の方々と一体となりまして、この数字確保に

全力を挙げて取り組んでまいりたいというよう

に考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に移ります。 

 本年度６月にも、お伺いをいたしましたが、

６月の時点で債務超過の可能性がありました。

今現在、債務超過の可能性が高いのでしょうか、

低いのでしょうか。今年度、債務超過する可能

性があるのかどうかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  債務超過の可能性とい

うことでありました。先ほどの答弁でも申し上

げましたとおり、上期もそれなりの数字を確保

したということでありますので、昨年比で収支

が改善しておりますので、この12月以降の収支

が仮に前年並みで推移をすれば、債務超過はな

いと考えております。 

 ただ、昨年は暖冬の影響で道路状況も良好で

あったということもあります。今年度の冬の状

況によっては客足が遠のいてしまう可能性がな

いとは言えないという部分ももう一方にはある

わけでありますので、この中におきまして、こ

としはふるさと村のどべっこ祭りが20回という

回数を数えました。ＪＲの社長、あるいは花巻

温泉の安藤社長等も見えまして、しっかりとこ

の部分で取り組もうということを確認し合った

わけでありますけども、町中でさまざまな冬場

のイベントも行われておりますので、そういっ

たものにしっかりと取り組みながら、債務超過

の可能性といったものがないような中で、全力

を挙げて取り組んでまいりたいと思っておりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  本年度の債務超過の可

能性はない。安心をいたしました。 

 しかし、６月議会で聞いたときは、市長はこ

の件、一般質問では御答弁いただけなかったん

です。可能性がなくなったから御答弁をいただ

けたのか、市民に対して、議会に対して正しい

情報を公開する気があるのか、ちょっと疑問を

覚えるところでございます。 

 いずれにせよ、本年度の債務超過の可能性が

なくなったとしても、来年度、債務超過の可能

性はあるんでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  可能性の議論でありま

すので、絶対ないとか全くないというようなこ

とを断言できるような、そのようなことはちょ

っと差し控えなきゃなりませんけども、可能性

ということになれば、来年度は経営改革３カ年

計画の最初の年ということになります。株式会

社化も含め、改革が迅速に実行していく年でも

あるという大事な大事な年が来年度であります。

外部の専門家の意見も取り入れながら組織体制、

地域商社事業の抜本的な見直しを行いながら利

益体質の転換を始める年になるわけであります。 
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 当然ながら債務超過に陥ることがあってはな

らないと考えており、そうならないように、こ

れも繰り返しの答弁になりますけども、関係者

一丸となってこの経営改革に取り組んでまいり

たいと考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  来年度のお話ですので、

ここからしっかり、そうならないように可能性

を少しでも低くしていただければなというふう

に思うところなんですけれども、先ほどもお話

ししたとおり、市民に対して情報をちゃんと公

開する気があるのかどうか。１つ疑問に思って

いることがありまして、本年度、市長と語ろう

会が開催をされておりません。市民から、そう

いうふうなことを聞かれると困るから開催して

いないのかなというふうに勘ぐりたくもなると

ころですが、情報公開という観点で、市長と語

ろう会、どのようにお考えになっているかお伺

いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、しっかりと

市民の皆様に説明をという部分で、市長と語ろ

う会の話がありました。 

 今、さまざまな小さな拠点づくりという中で、

関係担当部長をはじめといたしまして、それぞ

れの行政区に入りながら、この小さな拠点をど

のように場面転換をしていくのかにつきまして、

市民の皆様の理解をいただこうという中で勉強

会を、もう既に60回以上入っているということ

も報告を受けているところでありますけども、

そのような対応を今いたしているところであり

ます。 

 そのようなことを踏まえながら、市長と語ろ

う会は、今、日程調整を行っているところであ

りますけども、それぞれ１月から２月、当初予

算の編成作業と並行しながら、しっかりと市民

の皆様のニーズを私みずから確認をし、また直

接聞くという部分も含めながら、あるいは必要

な情報を市民の皆様にしっかりと提供し丁寧な

説明を行うということも含めまして、語ろう会

の日程を来年１月以降実施する方向で日程の調

整をいたしているところでございますので、御

了承いただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後１時57分 休憩   

────────────────── 

   午後２時08分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き、一般質問を行います。１番小松正

真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次に、退職者について

お伺いをいたします。 

 本年度、退職された方の数、そしてどうして

退職されたのか、お伺いをいたします。また、

あわせて、３年以内の離職率をお伺いをいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  公社職員の退職者の状

況についてというお尋ねであります。 

 本年度の退職者については、風の丘２名、水

光園２名、ふるさと村で２名、伝承園で１名、

結いの市で１名という状況になっております。

退職者の内訳は、正職員４名、契約及び臨時職

員が４名となっております。合計８名で、現在

までに退職しておりますが、そのうち２名は定

年退職であります。ふるさと村と水光園に、そ

れぞれ再雇用をされているという２名の数字で

あります。その他の６名については、それぞれ

自己都合での退職者であります。自己都合によ

る退職者については、それぞれやむを得ない事

情により退職されたと報告を受けているところ

であります。 

 また、３年、それぞれの離職率というお尋ね

でありました。３年前の平成28年に雇用した７

名のうち、２名が退職している、これが離職率

と見れば30％、平成29年度、30年度については

単年度の数字となりますが、契約社員の任期満
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了に伴う退職を含め、平成29年度では16％、平

成30年度では６％の離職率という数字になって

おります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  合計８名の退職者の方

がいらっしゃったと、うち２名は定年というこ

となんで、通常の範囲に組んだのかなというふ

うには思っております。 

 離職率も、日本の平均が大体15％から十七、

八％ぐらいだそうですので、これもだらしてい

けば普通の妥当な数字なのかなというふうに思

うんですが、先ほどの退職の内容、自己都合で

すということでしたけれども、確かに表面的に

は自己都合かもしれません。実際の理由は遠野

ふるさと公社の経営に不満を抱いたからだった

という方が、少なからずいたのではないでしょ

うか。現に私のところには、そういう理由で退

職という方が複数名いるという情報が入ってき

ています。 

 その原因として、従業員の皆さんが伸び伸び

と仕事ができる環境が整えられていないのでは

ないか、そして従業員が遠野ふるさと公社の今

の経営体制で、将来に対するビジョンが見えて

いないから、希望を見出せず退職していくので

はないかというふうに考えています。これにつ

いて、市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  離職したという方々に

対する対応等につきましては、小松議員のほう

にもいろいろ情報が入っているという形での御

質問であったわけでありますけども、それなり

の自己都合ということでありますから、みんな、

事情があっておやめになったということになろ

うかというように思っておりますので、公社の

職場環境云々の問題、もちろんこれはしっかり

とした経営理念を持ちながら、職員の皆様にや

る気を持ってもらう。よく言うモチベーション

をしっかりと、という部分の中におきますのは、

当然のことであるわけでございますから、その

ようなことをしっかりと踏まえながら、遠野の

将来のふるさと公社のビジョン、ふるさと公社

の経営改革３カ年計画を策定する際に、公社の

職員へのヒアリングなども当然のことながら実

施しながら、みんなで頑張ろうという形で確認

をしているところでございますので、安心して

この改革に取り組んで、それをみんなで達成し

ようという職場環境に、全力を挙げて私も対応

してまいりたいというように考えているところ

であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  ぜひ、現場の皆さんの

声にしっかりと耳を傾けていただきたいと、そ

のように思います。 

 次の質問に移ります。 

 過日10月21日の議員全員協議会に示された一

般社団法人遠野ふるさと公社経営改革３カ年計

画の内容について、お伺いをしてまいります。 

 まずは、本計画がどのような計画なのか、概

要をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今般お示しいたしまし

た経営改革３カ年計画の概要についてというこ

とでありました。 

 この３カ年計画につきましては、公社はもち

ろんでありますけども、市役所内におきまして

も、これは大変大きな一つの計画策定であると、

文字どおり関係者一丸となって取り組まなけれ

ばならないという認識のもとに、市役所内にも

改革推進実行班と改革推進支援会議といったよ

うなものを立ち上げながら、改革推進支援会議

は副市長、そして関係部長、改革推進実行班は

プロジェクト担当部長を中心といたしまして、

それぞれの改革案を策定したという、そのよう

な経過があるわけであります。それにつきまし

て、この計画の策定に当たって中心的に対応い

たしました産業部のプロジェクト担当部長のほ

うから、この概要について御答弁申し上げます

ので御了承いただきたいと思います。 
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○議長（浅沼幸雄君）  産業部プロジェクト担

当部長。 

   〔産業部プロジェクト担当部長兼六次産

業室長阿部順郎君登壇〕 

○産業部プロジェクト担当部長兼六次産業室長

（阿部順郎君）  命により答弁をさせていただ

きます。 

 数値目標から入らせていただきますけども、

数値目標としては平成30年度の７億2,000万円

の売り上げに対して、令和４年度までに売り上

げを８億8,000万、収支全体で2,000万円の黒字

にすることを目標とさせていただいております。

この目標は平成19年度売上実績である８億4,00

0万、これを上回る形で高い目標設定とさせて

いただきましたけども、達成するには地域商社

事業の強化に迅速に取り組む必要があるという

ふうに認識をしております。 

 ふるさと公社は、改革実行に当たり、地域事

業者とともに遠野と遠野産品の魅力を強化育成

し、継続的な稼ぐ企業というものを目指してい

ます。この稼ぐ企業を支える遠野の中核企業と

なることを目標に掲げているということになり

ます。 

 また、同時に遠野の伝統や文化の継承にも貢

献し、社員が誇りと働きがいを持てる企業とな

ることで、持続的な発展ができる組織づくりを

目指しているということになります。 

 改革の柱には大きく４つの目標がありまして、

１つ目が組織づくりであります。これは常勤の

経営者による経営体制の構築や人材育成等を目

指すものとなります。２つ目は安定資金の確保

であります。これは株式会社化による新たな資

金の調達手段の確保や利益体制の転換と、そう

いったものを主な目標とさせていただいており

ます。３つ目は地域商社機能の強化であります。

これは地域事業者との連携、販売戦略の強化等

を目指すものというふうにさせていただいてお

ります。４つ目は施設維持、運営管理の見直し

としていますが、これは業務管理の最適化、各

施設の魅力づくりを推進するものというふうに

受けとめております。 

 市としても公社の改革の柱を実行するために、

所要の支援を今後とも継続して行っていく所存

でありますので、今後とも議員各位の協力もよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 以上を申し上げて、私からの答弁とさせてい

ただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  大枠はわかりました。 

 ここからは、より詳しく中身をお伺いしてま

いります。 

 手元にある経営改革３カ年計画の資料の２

ページには、ふるさと公社の現状を分析した内

容が記載をされています。市民の皆さんも御存

じのとおり、平成30年度、遠野ふるさと公社は

約1,100万円の赤字を計上いたしました。累積

赤字は5,000万円を超え、債務超過に陥る可能

性が出てきたということでございました。その

下には、「入り込み客数は震災後の観光客の減

少影響を強く受け、いまだ回復傾向にない」と

大きく書かれています。「いまだ震災の影響

が」ということを大きく掲げるというのはいか

がなものなんでしょう。売り上げが上がらない

大要因は、ふるさと公社の経営陣の経営努力が

足りないから、そして遠野市の観光政策が間違

っていたからだと認識しています。いつまで震

災の影響だと言い続けるつもりでしょうか。正

常な分析ができていないと思われますが、この

分析の内容についてお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  経営改革３カ年計画の

４つの柱を含めまして、概要等につきましては

担当部長のほうから、その概要を答弁申し上げ

たとおりであります。 

 ただいまは過去の実績等についての分析、観

光政策の誤りもあったではないかというような、

そのような御指摘もありました。そして、いつ

まで東日本大震災を挙げるんだというような、

そのような厳しい御指摘もありました。 

 これは、何もそれを理由にしているわけでは
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ないわけであります。それをしっかりと踏まえ

ながらという部分の中におきまして、議員も御

案内のとおり、経営分析に民間の中小企業診断

士の方を招聘いたしまして経営分析をしっかり

行い、その中に経営というものはどうあるべき

か、どうあらねばならぬのか、その中における

責任といったものの経営陣の責任はどう見出さ

なければならないのかということをしっかりと

分析しながら対応してきたという経過があるわ

けであります。６月及び９月市議会でも答弁申

し上げましたとおり、過去の赤字主要要因とい

たしましては、外部要因といたしましては、昨

年度は観光客の入り込みが回復はしたものの、

震災の水準まではまだ回復していないという一

つの状況、それを理由にしているわけじゃない。

何とかそれを乗り越えようという中においても、

なかなかその水準まで、まだ行っていない。各

施設の利用料及び風の丘利用が伸び悩んだとい

うことも一つ原因として挙げられる。 

 もう一方においては、内部要因といたしまし

ては、公社職員の高齢化が進むと同時に職員数

も減少し、そこに加えて、経験年数の浅いとい

うよりも、経験年数の長い職員も同じく減少し

ていったというマンパワー不足も、その中に一

つ要因として挙げられるのではないのかなとい

うようにしているところであります。 

 震災の影響のみを促しているということに持

っていくつもりは毛頭なく、また、それをいつ

までも言い続けても、これは何ともならない。

何とか震災前の数字に確保しながら、それぞれ

の魅力をつくろうじゃないかということで、関

係者一丸となって努力しながら取り組んでいる

という状況の中で、経営分析を生かし、それを

経営改革３カ年計画の中に──先ほど４つの項

目と申し上げましたけども──その中の４つ目

の項目の中には、施設の維持、管理運営の見直

しということも上げているわけでございますの

で、それをしっかりと踏まえながら、この経営

改革３カ年計画を着実に進めてまいりたいと思

っているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  いただいた御答弁の中

に内的要因、外的要因というお話がありました。

私からすれば、内的だとか外的だとか、これを

言っている時点で、やっぱりずれているんです、

経営としては。お客様が入らない、売り上げが

上がらない、利益が上がらない。これはひとえ

に経営手腕が悪いから、組織の根本に要因があ

るからではありませんか。確かに震災で観光客

が減っている。岩手県の計画を見ると、確かに

震災の影響により観光客が減少したという文言

が見受けられます。 

 これまでの遠野市の観光の方針は、残念なが

ら、その岩手県の計画を基本にした考え方をさ

れており、県の方針から外れることは組み込ま

れてこなかったという印象でございます。裏を

返せば、遠野市として独自の観光に対する考え

方が打ち出されてこなかったと見てとれますが、

いかがでしょうか、市長の御見解をお伺いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  全く、そのようなこと

はないというように思っております。県の取り

組み、市町村の取り組み、そのようなものがば

らばらであってはならないという中におきまし

て、それぞれの連携を密にしながら、遠野の果

たす役割、そしてまたよく言う平泉、花巻、遠

野といった中における一つの対応、そこに県南

広域振興局の関係をしながら、県の観光強化へ

も参画しながら、それぞれの役割を果たしなが

ら観光振興策を進めてきたということでござい

ますので、ただいまの御指摘は当たらないんじ

ゃないのかなというように認識をいたしており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  観光のほかにも、県の

方針、国の方針を超えて独自に打ち出せるもの、

これいっぱいあるはずなんですよ。ぜひ、さま

ざまな、上からおりてくる方針のほかに遠野市
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独自の方針、これをしっかり検討していただき

たいとそのように思うところです。 

 この経営改革３カ年計画を拝見すると、先ほ

ど御説明にもあったとおり、令和４年度には売

り上げを８億8,000万円にすると記載がありま

す。計画３ページには、これまでの経営手法の

継続では収入は増加できないと記載があります。

また、ゴールとなる目標値を定め、そのために

必要な施策を実行するとあります。これは、ま

さにそのとおりだというふうに思うところです。 

 しかし、先ほど分析の中でお話をしたとおり、

外的要因だという他人のせいにするような分析

では、この方針を出しても、もし目標が達成で

きなければ、また他者の責任にするのではあり

ませんか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  経営改革３カ年計画が、

令和２年度からスタートするわけであります。

もしもという中での仮定の御質問に対しては、

今時点では御答弁できないんではないかなとい

うように思っております。 

 ３カ年計画をさまざまな角度から切り込み、

分析をし、何とかみんなで頑張ろうということ

に、ようやく持ち込むことができたということ

になれば、それに向かって、まさに関係者一丸

となって、この問題に、課題にというよりも目

標に向かって取り組んでいかなければならない

かというように思っておりますので、それをし

っかりと進行管理するのが、これからの大きな

役目ではないのかなというように承知いたして

おります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次に、株式会社化につ

いてお伺いをいたします。 

 今回の経営改革３カ年計画は、現在の一般社

団法人から株式会社に組織変更した後の計画だ

という説明を、議員全員協議会でお話をされて

います。一般社団法人を株式会社化するメリッ

トは、私は一切ないと思っています。株式会社

化する方針は、先ほど御答弁の中でもあったの

で変わっていないとは思うんですけれども、全

員協議会の段階から変わりはないのか、お伺い

をいたします。 

 また、方針が変わらないのであれば、株式会

社化する理由を具体的にお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  公社の経営改革につき

ましては、この議場の中でも何度も取り交わせ

ながら、まさにさまざまな形で検討を加えてき

たという経過があるわけであります。 

 その中におきましては、いうところの収益性

と公益性をどう確保するのか。遠野の、まさに

先ほどお話が出ましたけども、遠野ならではと

いう中における魅力をどのようにつくっていく

のかとなれば、その魅力は公社が抱えているふ

るさと村、あるいは水光園、伝承園、風の丘と

いったところに見出すことができることになる

わけでございますから、それらを踏まえながら、

収益性ということも考えての株式会社化という

部分の中に一つの活路を、というよりも新たな

ステージをつくろう、活路というよりも新たな

ステージをつくりながら、遠野の魅力をもっと

もっと活力あるものに持っていこうという、そ

のような取り組みなわけであります。 

 株式会社化の目的は、地域事業者とさらに連

携をし、それを支援することで地域産品の商品

化を進め、販売を促しながら、遠野を代表する

地域商社となるという位置づけ、そのメリット

として資金調達がしやすくなるということと役

員の責任体制も明確になるということ。この明

確に利益を追求できる目的と体制をとることが、

大きな株式会社化の目標であるという、そのよ

うな位置づけでの一つのシナリオであるという

ことを御承知おきいただきたいと思っておりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今の御答弁をお聞きい

たしますと、まずは株式会社化することによっ
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て利益を追求する、さらには資金調達と役員の

責任の明確化というお話だったというふうに思

います。 

 果たして、一般社団法人でそれができないの

でしょうか。先ほど、利益を追求するというお

話がありましたが、一般社団法人でも利益は十

分に出せます。出していいんです。 

 さらには、株式会社化すれば資金調達がしや

すいというお話だったというふうに思いますけ

れども、一般社団法人でも資金調達は十分にで

きます。 

 そもそも、今回の株式会社化による資金調達

というのは、具体的にはどのような内容を指す

のでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、株式会社化

と一般社団法人とのその中において、どちらで

も可能ではないのかなと。収益性、利益という

ところの、しっかりと稼ぐところは稼ぐという

部分の中に、やっぱりある程度の民間のノウハ

ウというものを入れていかなきゃならない。そ

の中におきまして、出資及び借り入れについて

は一般社団法人でも可能であるということは御

指摘のとおりであります。 

 ただ、株式会社となることで配当の分配が可

能となること、あるいは民間からの出資が得ら

れやすくなり、ほかにも中小企業を対象とした

制度融資も受けることができるというような対

応も可能になってくるわけであります。当然の

ことながら、市からの出資もありますけども、

地域金融機関と十分連携を図りながら、出資者

も集めることができるという一つの流れ。また、

公社改革におきましても、現場からの意見を重

要視しておりまして、経営改革３カ年計画でも

現場主導での改革は、組織づくりの観点からも、

最も重要な考え方として捉えている。要するに、

言うまでもなく改革に当たっては、現場の理解

が一番大事であります。現場第一主義で改革を

行うという部分におきましては、このようなメ

リットをうまく生かした新たな経営体の第２ス

テージをつくっていかなければならない、その

ようなタイミングに来ているんではないのかな

というように承知しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  先ほど、市長の御答弁

にもありましたとおり、一般社団法人でも出資

金、これは集めることができる、借入金も集め

ることができる、民間からの資金が得やすいと

いうお話がありましたけど、これは一般社団法

人でも十分できる話だと思います。 

 ということで、資金調達を根拠とした株式会

社化より、利益が上がる現場をつくる、そのた

めには現場の従業員の皆さんが取り組みやすい

仕組みにする、これが改革の第１手法に上げら

れるべきであります。 

 お金を集めることをしても、利益を上げられ

る状況になっていなければ、数カ月後、もしく

は数年後には、また今と同じ状況に陥るのは明

白です。手おくれで再起不能の状況にするとい

うことになりかねません。現場第一に考えた現

場主導のもと、もっと踏み込んだ改革をすべき

だと思います。経営責任者である市長にその考

えはあるか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  繰り返して申し上げま

すけども、さまざまな角度から分析をし、どう

あれば望ましい経営体に持ち込めるのか、ある

いはこの時代の流れに、どう公社として立ち向

かうことができるのかということを考えての経

営改革３カ年計画で４つの柱を打ち出しながら

改革を進めるということに、ようやくたどり着

いたわけであります。ようやくたどり着いて、

これからそれにみんな一丸となって向かってい

こうという中に、関係者もまさに、この改革に

取り組む意欲に水を差すことになりかねないと

いう部分を、私は恐れております。 

 みんなで頑張らなければならない。そうじゃ

なくては、また民間の方々のいろんなノウハウ

をしっかりと受けとめながら、その中で遠野と
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いう底力を発揮していかなきゃならない。そこ

に公社という姿を新たなステージに持ち込むと

いうことになるわけでありますので、その辺を

しっかり踏まえながら、ただいまそれぞれの地

域金融機関──幸いにも地元３行とは包括協定

も締結をいたしているとこでございますので、

それぞれの金融機関の皆様の知恵もおかりしな

がら、この望ましい経営体というものに、しか

し、それが示したものが全てじゃない。常に進

化させていかなければならない、また見直しも

していかなきゃならないという部分につきまし

ては、ただいまの御質問の意見なども踏まえな

がら謙虚に向き合ってまいりたいというように

考えているところでございますから、御了承い

ただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  先ほどの質問を言われ

たからって、モチベーションが下がるぐらいの

覚悟、たったこれだけのことでモチベーション

が下がるぐらいの覚悟でしか、この問題に取り

組んでいないと市長は、現場の皆さんのことを

思っていらっしゃるのでしょうか。それは大き

な間違いだと思います。 

 先ほど御答弁の中にもありましたが、株式会

社化に組織変更した際には出資金を出すという

ふうなことも想定しているというお話だったと

記憶しております。新しい組織になった場合、

遠野市から出資金は幾らくらい出すことを想定

しているのか、現時点で計画があればお伺いを

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この質問につきまして

は、先ほども申し上げたとおりでありますけど

も、出資金等の考え方、あるいはその範囲、あ

るいはその額といったようなものにつきまして

は、今、関係機関、地域金融機関も含めながら、

さまざまな関係者とそれこそ話し合い、協議を

いたしているところでございますので、現時点

では具体的な金額等については、それこそ交渉

をしている過程でございますので、慎重に対応

してまいりたいというように思っております。 

 ちなみに、現在の出資金、これは総額7,000

万円以上ということになっておりますけども、

これは２カ月分の運転資金にもなるということ

でありまして、その辺を含めながら、この対応

につきましては慎重に、かつ丁寧に、それぞれ

の関係機関との協議調整、また協力をいただく

ような、そのような対応を市と公社、一丸とな

って連携を図りながら対応してまいりたいとい

うように思っているところでございますから、

御了承いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次に、先ほど株式会社

化をすることによって、役員の責任が明確化で

きるというお話がありました。 

 私も遠野市内の一般社団法人の理事長を務め

ております。株式会社の取締役会と同等の責任

を一般社団法人の理事会が負っています。仮に、

その法人が債務超過に陥るようなことがあれば、

私は理事長として、それ相応の責任を果たしま

す。また、理事についても同様の責任を負うこ

とになります。 

 取締役という身分になれば変わるというのは、

どこから来ているお話なのか、大変疑問でござ

います。一般社団法人の理事よりも株式会社の

取締役のほうが責任が明確になるようなことは

絶対にありません。何を根拠にそのような考え

に至っているのか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、小松議員の

対応している理事長としての部分での言及があ

りました。全くそのとおりであります。それは

人のせいとか誰のせいにするわけにはいかない。

経営責任というのは、そこの中にあるわけでご

ざいますから。 

 ただ、一般社団法人と株式会社の大きな違い

といったようなことにつきましては、一般社団

法人は１人につき１つの議決権を持っており、



－ 44 － 

株式会社では株という、何株という中で経営責

任を持つということになっているわけでござい

ますから、その辺の議決という中に違いがある

ということであります。 

 役員である取締役は株主総会で選任されるこ

とになるわけでありますから、議決権を多く持

つ出資者の厳しい視点、あるいは利益を上げる

経営体制がその中に求められてくるということ

になるわけであります。利益に対する役員の責

任の重さが増すということになるわけで、自立

した経営体制を目指す上では、これは重要な要

素ではないのかなというように思っているとこ

ろであります。 

 その辺をしっかり踏まえながら経営、あるい

はそれに対する責任といったようなものを見出

していかなければならないかというように思っ

ておりまして、誰も経営を担っているものとし

て、全く自分は関係ない、自分は責任をとる必

要はないという経営者は、私はいないと思いま

す。皆さんも、多くの方々も、そういうような

中で経営というものに当たっているのではない

のかなというように思っているところでござい

ますから、そのことも一言つけ加えて答弁とい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  きょう、お伺いをして

きて、一般社団法人から株式会社化にする、経

営の意味で安定をしていく、そのような考えが

根底にあってやっているというふうに認識をい

たしました。 

 遠野市内には第三セクターである株式会社が

存在をします。その株式会社の経営は傾かない、

そして赤字も計上しないということで考えてい

るのかなと、株式会社だから大丈夫だというふ

うに考えている、それはちょっと変じゃないの

かなというふうに思うところです。したがって、

その株式会社も指定管理科などもふやす必要が

ないと、今後、思います。 

 先ほどまで申し上げているとおり、私は一般

社団法人を株式会社にするメリットはないと思

っております。いまだ、市長は株式会社化する

メリットは大きいとお考えなんでしょうか、お

伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これも繰り返しの答弁

になるわけでありますけども、時代の流れを踏

まえながら、そして取り巻く環境もしっかりと

冷静に分析しながら、であればどうすればいい

かという流れの中で、新たな経営体制を構築し

ていかなきゃならない、これは時代が求めてい

るわけであります。その中におきまして、株式

会社化という一つのノウハウの中から、時代の

厳しい流れ、それにどのようにうまく流れに乗

るような形態をとり、遠野の地域の活性化とい

うものにどうかかわっていくのかということが、

やはり大事じゃないのかなというように思って

おります。 

 収支という部分は、当然のことながら、これ

はしっかりと踏まえた進行管理はしていかなけ

ればなりません。ただ、この公社、新たなス

テージをつくる公社を取り巻く中には150もの

事業者の方々が約７億円の市場の中で、それぞ

れ生活が成り立ち、そしてまた、そこに雇用が

図られ、さらには経済産業振興の大きなよりど

ころとして、このふるさと公社の組織があると

いうことになるわけでございますから、それも

しっかりと踏まえた中で、新たな経営体の中で、

このようなものをさらに確実なものとしての一

つの存在感を示していくということになるんで

はないのかなと、ようやくそこにたどり着いた

ということになるんではないのかなというよう

に認識をいたしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  150者を超える関係者、

そして７億円を超える経済効果、これがあるか

らいいでしょうというふうに、私には聞こえた

んですが、そういうことではないというふうに

は思いますけれども、私にはそう聞こえたとい

うふうに申し添えておきます。 
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 次の質問に移ります。 

 平成31年度（令和元年度）の経営改革計画に

ついて、お伺いをいたします。 

 今回、議会に提出された経営改革３カ年計画

は、以前に内容が未達成であった平成28年度か

ら平成30年度までの経営改革３カ年計画があり

ました。以前の議会で、それ以後の経営計画を

いつ出すのかと確認をしたところ、当初、こと

しの３月、次の議会では６月、次の議会では10

月、延び延びになってまいりました。先ほどお

話しした経営改革計画は令和２年度から４年度

までの３カ年計画であり、令和元年度が含まれ

ておりません。これまで議会で求めてきた経営

改革計画は、本年度、令和元年度からの計画を

求めてきたつもりです。なぜ、令和元年度から

の計画が示されていないのか、お伺いをいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この御質問に対しては、

これまでも繰り返し答弁をしておるわけであり

ますけども、経営改革３カ年計画等の策定につ

いては平成30年度までの実績を踏まえて作成を

し、市の幹部職員からなります改革推進支援会

議でも協議をしながら、ようやく成案を見たと

いうことに至りました。平成30年度までの実績

から経営状況の分析を行い、計画を策定するこ

とから、令和元年当初にお示しすることがかな

わなかったという、そのような一つの物理的な

面もあったということも、ひとつ御理解をいた

だければというように思っております。 

 だから31年、令和元年度にすぐという部分も

──ただ、30年までの実績をしっかり踏まえて

分析をしなければならなかったという作業が、

その中にあったということを、繰り返しますけ

ども、御理解をいただきたいと思っています。 

 だからといって、令和元年度に何もしなかっ

たわけではない。公社の単年度の事業計画、収

支計画は理事会でもしっかり議論をしながら、

お示しをしながら、そしてその結果としまして、

本年度のふるさと公社の予算は売り上げ７億円、

収支は10万円ほどの黒字に持っていけるんじゃ

ないのかなという、そのような一つの目標も持

つことができたと。自主事業の体制整備、地域

商社機能の充実強化、観光需要の喚起、この３

つに大別いたしまして、それぞれの部門別の目

標を別途設定をしながら、令和元年度において

は取り組んできたということでありまして、そ

の中で令和元年度そのものも、これから下期に

入るわけでございますけども、これからの冬期

間の赤字縮小に努める一つの課題があるんでは

ないのかと。これから12月、１月、２月、３月、

これをどのようにしっかりと乗り切るのかとい

うことに、また一つの正念場があると。それを

踏まえながら、令和２年度、経営改革３カ年計

画にしっかりと踏み出すという、そのような一

つの緊張感を持って向き合っていきたいという

ように思っているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  御理解をいただきたい

というお話をされましたが、全く理解ができま

せん。常識から考えて、この１年間の空白を生

んでしまった、経営改革を急がなければいけな

いという中で、経営改革の開始が１年間先送り

にされているという現実を、１年間という空白

を生じた現実をどのように捉えているのか、先

ほどのように仕方がないと捉えているのか、再

度見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問につ

きましては、この令和元年度、１年──今は12

月なわけでありますけども──何もしてこなか

ったと、そのような一つの認識の中での御質問

であったんではないのかなと思っておりますけ

ども、懸命にこの課題に向き合ってきたという

中で、単年度でも何とかさまざまな形で改革を

進めようということで、歩みをとめずに進んで

きているということの背景と、それからその経

過も、ある意味では理解をし、評価をしてくれ

というつもりはありませんけども、そのような
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プロセス、経過もしっかりと踏まえていただけ

ればというように思っておりますし、それにし

っかりと向き合うのも経営者の一つの責任のあ

り方であり、責任の示し方ではないのかなとい

うように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に移ります。 

 先ほど、市長からも責任というお話もありま

したが、役員の責任についてお伺いをしてまい

ります。 

 冒頭でも申し上げたとおり、本年度当初で累

積5,000万円の赤字を抱え、本年度の見通し、

先ほど10万円ほどの黒字ということでしたが、

累積5,000万円の赤字はそのまま計上されてい

くことというふうに思います。 

 先ほどお伺いしてきたとおり、一般社団法人

を株式会社化するという何のメリットもない改

革案を示されているわけです。一般社団法人遠

野ふるさと公社は、7,100万円の出資金で出資

をされています。そのうち6,000万円ほどが遠

野市からの出資金でございます。今のまんま株

式会社化に移行すれば、遠野市のお金はどのぐ

らい戻ってくるんでしょうか。仮に本年度、昨

年度と同様の1,000万円ほどの赤字を出したと

すれば、累積赤字は6,000万円となります。累

積赤字6,000万というのは、遠野市が出してい

る出資金とほぼ同額でございます。遠野市には

微々たるお金、もしくは１円たりとも返ってこ

ない計算になるのではないでしょうか。市民か

ら集めた血税を、ここ数年で失った責任はとら

なくてはいけないと思います。 

 理事長である市長は、この出資金が返ってこ

ないという責任をどのようにお考えになってい

るのか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど来、何度も申し

上げていますとおり、新たな形態に移行するに

当たり、経営改革３カ年計画の中で４本柱を立

てながら一つの経営体を構築しようということ

に、今、金融機関をはじめとする関係者の皆様

とも、さまざま慎重な検討と議論を重ねている

という最中であります。 

 そのようなことを踏まえれば、今、責任とい

う問題が出てまいりました。ふるさと公社の理

事長としての責任は常に感じているところであ

りますし、それを自覚した上で経営に当たって

いるということもそのとおりであります。また、

そういう判断も行っているところであります。 

 公社経営においては、理事会が経営に関する

決定権を有し、経営改革に向けた施策について

も、それぞれ理事会の場で決定をしてきたとい

う経緯があります。６月議会でも私も述べてい

るところでありますが、人員構成に偏在が見ら

れることから、計画を着実に実行する体制が整

っていなかったという現実もありました。理事

についても無報酬、あるいは非常勤で務められ

ている方がほとんどだという中で、公社改革の

経営の重大な責任を問うという中には、非常に

難しい環境にあったということも、これも一つ

の事実として捉えなければならないかというよ

うに思っております。今後は、経営責任者とし

て、この６月に着任いたしました副理事長を中

心といたしまして、着実に計画を実行する、執

行する体制を整えているところであります。 

 また一方、この赤字のみに焦点を当てた議論

を続けるとともに、経営論として必要なことで

はないのではないかということは否定しません。

赤字のみに焦点を当てた議論を続けることも、

これは決して否定はしません。 

 ただ、その中で、私もこれにずっとかかわっ

てきた一人の立場といたしまして、これも繰り

返しますけども、150者以上に及ぶ農業生産者、

食品加工業の方々、言うなれば利益を確保する

地域商社としての、そのような下支えをするし

っかりとした経営体に持っていかなければなら

ない、この150者以上に及ぶ関係者の皆様も、

この下支えをするのが一つの役割としてあると

いうんであれば、それを踏まえた議論もしてい

かなきゃならない。第三セクターとしてのふる

さと公社の、単に収支のみの議論ではないとい
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うことも、もう一度冷静に振り返らなければな

らないというよりも、考えなければならない一

つの位置づけではないのかなというように思っ

ているところであります。 

 そのようなことを踏まえながら、１次産業を

はじめとする市内の産業の総体を底上げを図る、

７億円市場を堅持する、そのようなことが、や

っぱり一つの大きな課せられた役目として、新

たなステージに持っていかなければならないん

じゃないのかな。それを新たなステージにしっ

かり持ち込むことが、やっぱり経営者としての

一つの責任の示し方ではないのかなということ

を常に考えながら、この公社改革に向き合って

いるということを申し上げまして、答弁とさせ

ていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  先ほども申し上げまし

たが、150者以上かかわっているから赤字出す

の、しようがないというふうに私には聞こえる

んですよ。150者かかわっていても、赤字は出

しちゃいけないんです。決して、そのようなお

考えでは、この経営改革できないですよ、本当

に。 

 そして、先ほど理事長として責任を感じてい

るというお話がありました。その責任を明確に

しない中で、株式会社化という組織変更したい

ので追加の出資をしたい、でも、株式会社化し

ても、今のところ経営の中身は変わりませんと

いうお粗末な内容です。 

 市長、理事長としてでも、市長としてでも結

構です。今この場で、その責任のとり方を明確

にしていただけませんでしょうか。お伺いをい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今この問題につきまし

て真摯に、そして謙虚に向き合いながら、精い

っぱいの答弁を申し上げているわけであります。

精いっぱいというのは、誠実な答弁を申し上げ

ているわけであります。しっかりと向き合いた

い、その中で責任というのも見出していきたい

ということを申し上げているわけであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私は率直な気持ちを申

し上げただけの話であります。 

 最後にしますけれども、日本国内には第三セ

クターの経営破綻を理由に辞職された首長の方

が多くいらっしゃると思っています。そして、

辞職と引きかえに、市民に対して追加の出資を

お願いした首長もいらっしゃったということも

記憶しております。そのぐらい市民からお預か

りしているお金というものは、とうといもので

す。本当に大切なものです。そのお金が、ふる

さと公社だけでも約5,000万円消えてしまって

いる現状であるにもかかわらず、その責任が明

確にならない。 

 これまで市長は、理事長として責任を持って

対応する、市長としてふるさと公社をしっかり

とサポートするという答弁を繰り返してきまし

た。今の状況は、理事長としても市長としても、

どちらもできていないように感じられます。 

 私が申し上げている言葉は、非常に直線的で

きつい言葉かもしれません。しかしながら、こ

れは非常に重要なことです。市民の多くが思っ

ていることを代弁しているだけです。 

 市長にとって、一般社団法人遠野ふるさと公

社とは何ですか。遠野市民にとって、遠野ふる

さと公社とは何ですか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  繰り返し何度も申し上

げているわけでありますけども、全国の事例な

ども持ち出しながら、そのような話をいたしま

した。そのような質問は今出されました。 

 責任のとり方とは何だろうか、また一つの市

長という職、さらにはその中で理事長という職

もいただいている部分の中で、どのようにそれ

に向き合えばいいのかとなれば、今言ったよう

な、いろんな中で、経営の中における経営破綻

という中で、責任をという部分は随所にあると
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いうことは十分、十分、十分過ぎるぐらい自覚

をしながら、この問題に向き合っているという

ことを申し上げまして、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  本当に最後にしますけ

れども、市長に偉大なる経営者、松下幸之助さ

んの格言を送ります。「「それは私の責任で

す」ということが言い切れてこそ、責任者たり

うる」。市長が責任者と自覚するのであれば、

それ相応の責任のとり方を市民に示していただ

きたいと思います。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後３時09分 休憩   

────────────────── 

   午後３時20分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 次に進みます。８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  遠野令和会所属の萩野

幸弘でございます。ただいまより通告に従い、

人口維持政策の現状について、一点突破で質問

をさせていただきます。一問一答方式により一

般質問をさせていただきます。 

 この人口維持は、本市に限らず、全ての自治

体が常に意識していなければならない項目であ

るということに異論を唱える方は、恐らくいら

っしゃらないのではないかなと思っております。 

 基礎自治体として、なるべく国に頼らず、自

立して存続できる体制を構築するためには、人

口維持に無頓着であってはならないことは当然

であります。しかし、現実的にはほとんどの自

治体が、財源の多くを国の地方交付税に頼らざ

るを得ない状況になっております。 

 議会、市議会においても、各種産業振興やイ

ンフラ整備、環境、福祉、教育などあらゆる分

野を議論する上で、人口が多ければ多いほどさ

まざまな可能性を語ることができますが、どん

どん人口が減っていく中では語る話も限られて

まいります。 

 しかしながら、最近の世の中は人口減少はも

はや避け切れず、人口減少社会に対応するため

にはどうしたらいいかという議論だけが、先行

しているように感じられます。なぜ、もっと人

口をふやそうという議論にならないのか、私は

甚だ疑問であります。 

 ことしの10月からは、消費税が一部を除き1

0％に引き上げられましたが、これは全て社会

保障費に充てる、いわば目的税とうたっておき

ながら、年金受給年齢の引き上げや支給額の減

額など、話がなくなることは一向にありません。

これも、全ては高齢者を支える若い人口の減少

が顕著になる反面、年金受給者が増加傾向であ

ることが原因の一つと思われます。 

 このような状況を受け、ＩＭＦ国際通貨基金

も今後の日本経済について、高齢化に伴う費用

を賄うためには、2030年までに消費税を15％、

さらに2050年までには20％にまで段階的に引き

上げるべきと提言をしております。 

 なおさら、人口をふやそうという議論になる

べきと私は思うのですが、なかなかその方向に

行かないのは、恐らく、男女問わず個人の自由

や権利がより一層重要視される社会変化によっ

て、不用意な言動は誤解を招いたり、人権侵害

として訴えられたりするなどの危険性をはらん

でいるテーマであるため、なかなか議論しにく

くなったことが原因の一つではないかなと推察

いたします。 

 実際に、人口維持拡大というテーマに関し現

実を直視しますと、その目標を達成するには非

常に厳しいハードルを越えなければなりません。

昨今の人口減少社会の波は、全国に広がってお

ります。 

 特にもう地方都市では、生産年齢の人口の減

少に拍車をかけ、経済の停滞など深刻な問題を

引き起こしております。本市も例外ではなく、

これまで遠野スタイル創造・発展総合戦略の中

で、人口推移や今後の見通しと対策について示

しており、2040年までの人口推計と将来展望に
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ついて、国立社会保障人口問題研究所の推計を

基準とし、合計特殊出生率の上昇と政策誘導社

会動態の変化を仮定値として推計を行っており

ます。 

 その内容としては、2020年、つまり来年でご

ざいますけれども合計特殊出生率1.94を達成す

ることを目標にするほか、雇用の増加と移住の

推進を図ることで転出の歯どめ及び転入の増加

を見込み、高齢者の健康増進により平均寿命の

延伸を図ることで2040年の人口を国立社会保障

人口問題研究所の推計値、1万7,786人より約2,

400人多い、2万248人程度まで引き上げるとし

ております。 

 そこで、まず最初の質問ですが、現時点の進

捗を踏まえた上で、今後において当初掲げた、

今御紹介したこれらの目標、達成できる見込み

であるか否かについてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  萩野幸弘議員の一般質

問にお答えいたします。 

 一問一答方式ということで、人口減少社会に

どう立ち向かうのかという部分の中で、ただい

ま質問の中でいろいろ意義、あるいはその必要

性を述べられておったわけであります。 

 遠野スタイル創造・発展総合戦略いうところ

の地方創生法に基づくまち・ひと・しごと総合

戦略という中で、この部分で共通課題、これは

総合計画と一つ整合性を図りながらの目標であ

りますけども、この人口減少というものにどう

立ち向かうということの中におきまして、共通

優先課題といたしまして、産業振興と雇用の確

保、少子化対策と子育て支援といったものを位

置づけながら、５つの重点プロジェクトを設定

をいたしまして、今取り組んでいるところであ

ります。 

 人口問題研究所の数字も述べられておりまし

た。極めて厳しい数字を示されたというふうに、

今認識をいたしているところであります。 

 まあ人口ビジョンの目標値は、国立社会保障

人口問題研究所の推定値を見ますと、2040年、

今２万248人ということになるという部分が、

既に示されているところでありますけども、こ

れにも一つの一定の歯どめをかけながら対応し

ていかなきゃならない。そういった場合に、御

質問の中にありましたとおり、この合計特殊出

生率の向上とあるいは転出の歯どめと、さらに

は転入の増加というところが、やはり当市とし

ての取り組みの大きな課題ではないのかなとい

うように思っております。 

 健康増進、健康寿命も平均寿命の延伸という

ところにつながる、あるいは介護保険といった

ところにもつながる。先ほど、御質問の中で消

費税の引き上げの問題が、本来であれば社会保

障ではなかったのかという話がありましたけど

も、そのような中で取り組んでいかなきゃなら

ない。そういった中で2020年に、これも質問の

中で述べられておりましたけども、合計特殊出

生率を1.94にということを目標として定めてい

るわけでありますけども、この平成29年度の合

計特殊出生率は1.71でありまして、目標の1.94

を下回っている状況になりました。 

 国の平均は1.43、岩手県の県内の平均が1.47

と比較しますと、遠野はこの1.71というのは比

較的高い数字ではあるかというふうに承知して

いるところでありますので、これも諦めずに、

まさにこのような数字にも挑戦していかなけれ

ばならないんじゃないかなと思っております。 

 また、転出の歯どめ、転入の増加ということ

につきましても新規学卒者の雇用、あるいは認

定新規就農者者の数の確保、さらには定住者の

世帯数の増加といったものに目標値を設定しな

がら取り組んでいるわけでありますけども、こ

れもかなり厳しい数字にはなっておるという状

況であります。 

 さまざま手だては講じているわけであります

けども、県内外の内陸のほうの大企業への就職

者がふえたというような中で、市内の新規学卒

者が大幅に下回る結果にもなっているところで

あります。 

 さらには、認定新規就農者、これにつきまし

ても関係機関の皆様のいろんな努力によりまし
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て、平成27年度から平成30年度までの目標値の

累計は20人でありましたけども、通算では23人

となっておりましたから、これは頑張ってんじ

ゃないのかなというようにも思っておるところ

であります。なかなかこの新規就農者、30代の

男性が多く、肉用牛とかホップとかそのような

中に従事をする方がふえてきているということ

であります。 

 移住・定住につきましても懸命に頑張ってい

るわけでありますけども、いうところの移住・

定住ワンストップ窓口といたしまして、東京都

の都内の金融機関３行に相談窓口を設けながら、

取り組んでいるということになっているわけで

ありますけども、なかなかその手応えがまだ感

じることが……。相談件数は、間違いなく増加

をしているという中で、この相談件数をいかに

ゲットするのかということと、さらには郵便局

のマンパワーとのネットワークを生かすことも、

これもまた大事ではないのかなと。 

 空き家対策、そのようなことをあれやこれや

検討しながら、人口ビジョン、2040年の目標達

成はかなり厳しいかというように思っておりま

すけども、座して待つんじゃない、遠野の一つ

の魅力を醸し出しながら関係人口、交流人口の

拡大、さらには転出・転入の一つの増加あるい

は歯どめといったことに、なお一層努力をして

まいりたいというように考えておるところであ

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  非常に厳しい状況にな

っているというのが、よくわかります。 

 努力はされているんでしょうけども、なかな

か結果が見えてこない。これはやはり、当局の

みならず、議会あるいは市民全体で、やっぱり

共有して何とかしていかなきゃないなあと、今

感じたところであります。 

 特に、私は、先ほど御紹介したとおり、推計

値１万7,000人台を２万人台に持っていくとい

うことを目標にしているという本市の目標、こ

の人口推計グラフの急激な下降を緩やかにする

ということでもって、目標を達成したのかとい

うことについては、個人的に少々疑問が、少々

というかかなり疑問があります。 

 といいますのも減少することには結局変わり

はないと、要は時間先延ばしと、ちょっとスト

レートな言い方すれば、そういうことになりま

す。本当の意味での人口減少対策と言いますの

は、せめて減少をとめる、人口減少カーブを、

右肩下りカーブを平行線にすると、できれば多

少なりとも右肩上がりに増加させるというのが、

本当の意味での成果と言えるのではないかなと

思います。 

 それを、人口減少は全国的な傾向だからとか、

あるいは地方だから仕方がないということで済

ませるのであれば誰でもできることであります。

確かに、岩手県も含めた北東北３県が、人口減

少率ワースト３を独占しているというあるデー

タもありますので、本市が減るのも無理はない

と思うかもしれませんけれども、しかし、そう

いう右肩下がりを食いとめられない目標を素直

に納得できるかといえば、私はできません。 

 仮に、実現は難しいと心の中で感じたとして

も、せめて減少をとめるんだと、平行線にする

んだいうことを市民にお示しするべきだと思い

ます。 

 この私の持論に対し、市長のお考えを伺いた

いところではありますが、この後別な角度から

も、この人口減少を掘り下げていこうと思って

おりますので、それらも踏まえた上で最後にま

とめてお考えを伺いたいと思いますので、次に

進みます。 

 人口減少問題を抱えた全ての自治体が、理想

と現実のギャップに悩まされながらも、何とか

してまちの活性化を図ろうと、これまでもさま

ざまな努力を重ねてきたわけですが、国でもま

ち・ひと・しごと創生本部を立ち上げ、地方が

成長する活力を取り戻し人口減少を克服する対

策として、小さな拠点づくりを進める取り組み

をはじめたことは皆様御周知のとおりでありま

す。 

 先ほどの市長の御答弁にもございました、本
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市もその意向に従って、現在、先ほど勉強会60

回ほど開催しているとありましたけれども、そ

のような活動を展開しており、その具現化に向

けて取り組みはじめた地域もあると伺っており

ます。 

 個人的には、本市がこれまで進めてきた各地

区センターを中心としたまちづくり、カント

リーパーク構想がその先駆的な取り組みであっ

たんだなあと改めて認識します。しかし、マン

パワーが不足している昨今、地域活性化の手段

や考え方も時代とともに変わってきたのであろ

うと思います。 

 今回の小さな拠点づくりを進める上において

も同様で、行動を仕掛けるのはこれまでのいわ

ゆる市職員中心ではなくて、地域住民の方々が

主体、中心となりますので、そのノウハウは実

質ゼロからのスタートといっても過言ではなく、

地域住民の方々の不満も、いまだ多々あろうか

と思います。 

 そこで、質問なんですが、この小さな拠点づ

くりの取り組み、住民が主体となることへの戸

惑い、そして行政が応援に回ることへの不安と

いうことが、まだ私は根強くあるんではないか

なあと思いますが、その点を市長はどのように

捉えて、今後どのように進めていこうとお考え

か、その考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  いうところの日本全体

が、陥っております人口減少、少子高齢化とい

う時代の流れにどのように立ち向かうのかとい

うことが、地方都市問わず問われているという

のが、今の日本の置かれている状況ではないか

なと思っております。 

 人口減少社会に対応した、持続可能な地域づ

くりを進めるためにという一つの位置づけの中

で、６月に小さな拠点による地域づくり推進基

本方針を定めまして、住民による地域運営と市

民協働による生活サービスの維持を目指した、

新たな地域づくりの取り組みに踏み込んだわけ

であります。 

 御質問の中にもいろいろありました、それを

踏まえながら市議会９月定例会におきまして、

大変活発な議論を、展開をいただきました。そ

の中で、まさに地域を思う、どのように地域を

思っていったらいいのかという各議員の皆様の

いろんな思いも、その中で議論として交わすこ

とができました。それを踏まえながら、地域運

営の取り組みの一つとなる地区センターの指定

管理者制度への導入についての条例改正につき

ましても、大変活発な議論の中から可決をいた

だいたという経過があるわけであります。 

 そのような民意を含めまして、より多くの市

民の皆様の理解を得ることが必要であるという

ことを、その議論の過程からも私も再認識をい

たしたところであります。 

 そのことを踏まえて、拙速には進めないでし

っかりとした議論を踏まえながら、ボタンの掛

け違えがないようにするよという中で、現在、

行政区、自治会単位での地域勉強会を開催いた

しておりまして、市民周知と地域との協議を進

めることといたして、進行形で今進めていると

ころであります。 

 ９月以降、現在までに行政区、自治会単位の

地区勉強会は26地区で開催され、全体で約３割

の開催状況となっておりまして、年内にはさら

に18の地区でこの勉強会を開催する予定となっ

ているところであります。 

 年内には、約５割の行政区、自治会のほうに

お伺いしながら、それこそ年明けに向けても順

次開催をしながら、改革へのあるいは第２ス

テージへのどのようなスタンスの中で、市民の

皆さんの協力をいただくのか、今までどおりに

はいかないという地域もそれぞれある、支え合

うという新たな仕組みの必要性も感じていると

いうことも、この勉強会の中から多く聞いてい

るところであります。 

 その辺を踏まえながら、新たなステージをつ

くりながら、広報の臨時増刊も、全国配布の公

報も、こないだ５日でありますけども、各世帯

に配布をすることができました。 

 皆様の、まさに理解をいただきながらこの第
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２ステージという中で、人口減少社会の中に、

ただいまありましたとおり、いかに歯どめをか

けるのか、あるいはいかに地域を持続可能なも

のに持っていくのかという部分の新たなステー

ジを、地域に負担を押しつけるというような、

そのような一つの切り口はなくして、お互いし

っかりとタッグを組みましょうというようなス

タンスを大事にしながら、取り組んでまいりた

いというふうに思っておりまして、不安という

言葉があったわけでありますけども、市民の多

くの皆様もやはり不安を持っておるということ

も、十分私も承知しているところでございます

から、１月になりましたならば、地域のほうに

私自身もお邪魔しながら、さまざまな市民の皆

様のしっかりとした生の声もまた聞きながら、

手順を誤らないようにこの人口減少に立ち向か

う新たなステージを、つくってまいりたいとい

うように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  ９月議会で可決する際、

やはり丁寧に地域と向かい合うとお約束をして

いただいたことを、今改めて述べていただいた

ので、しっかりとその方向で進めていただきた

いと思います。 

 次に、人口維持の具体策についてはいろいろ

あるかと思いますけれども、交流人口を取り上

げて質問してまいります。 

 まずは交流人口の定義ですけれども、交流人

口とは、その地域に訪れる人のこと、定住人口

の対義語でもありますが、過去の自治体の施策

は人口増加を前提としていましたが、年々少子

化が進み、主に地方都市において定住人口の増

加が困難になってきたので、交流人口を要する

に盛り上げていこうという動きになってきまし

た。 

 交流人口が、具体的にどういう人かを想像し

ますと、いろいろあるんですが、恐らく大概の

人は観光レジャーで訪れる方を想像するかと思

います。 

 じゃあ本市はどうかと言えば、柳田國男先生

の『遠野物語』に代表される豊かな自然と農村

風景や、人々が育んできた暮らしの知恵や郷土

芸能や、文化的価値の高い有形、無形の遺産な

どにあふれた永遠の日本のふるさととして、国

内外に知名度が高いまちであるために、やはり

観光レジャーの交流人口が多いんではないかな

あと意識しております。そこから定住人口に結

びつける可能性が、私はなきにしもあらずだと

思います。 

 そこで、質問ですけれども、人口維持に向け

た交流人口拡大政策に関する可能性について、

今私があるんじゃないかなと述べましたが、市

長の見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問の中に

おきまして、人口減少ということに立ち向かう

という場合におきましては、遠野の魅力という

ことで交流人口の拡大といったものに、どのよ

うな方策を持っているのかという御質問であり

ました。 

 遠野には、御質問にありましたとおり、観光

レジャーを目的に訪れる方々が多いということ

は、さまざまなデータが示しているところであ

ります。これを定住人口に移行させるという部

分につきましても、これも大事なやっぱり取り

組みではないのかなというふうに思っておりま

すので、遠野にはじめて来た方々に、どのよう

にアプローチをしながら、遠野をよく知っても

らいリピータになる、それをつないで最終的な

定住にもっていくというような、そのような段

階を経たアプローチがやっぱり必要ではないの

かなというふうに思っておりまして、遠野の歴

史、文化、そういった魅力を感じ移り住むとい

う一つの流れの中に持ち込むためには、今進化

の一途をたどっておりますスマホあるいはツイ

ッター、あるいはネット、そのような中でネッ

ト社会といったものをうまく活用しながら、そ

のような発信をしながら遠野を少しでも知って

もらう、遠野をそして訪れてもらうというよう

な、そのような発信をし続けることがやっぱり



－ 53 － 

大事じゃないのかなというふうに思っておりま

すので、これも決め手がないとなれば、今取り

組んでいるさまざまな内容をいかに加速させ、

その内容をいかに充実させるかということに、

さらなる意を用いていかなければならないかと

いうように考えているところでございますので、

これにもしっかりと向き合いたいというように

思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  やっぱり、観光レジ

ャーは可能性があるという答弁でしたが、とこ

ろが本市ですけれども、における実際の観光客

の入り込み数を見てみますと、遠野物語発刊10

0周年を迎えた平成二十二、三年に約200万人ま

で増加したものの、震災以降は宿泊、日帰り、

両方において減少の一途をたどっているのが実

態であります。 

 震災から９年目に入っている現在、復興需要

も一段落しつつあることもありますし、自動車

道の開通、通過点となった本市においては、交

流人口だけでなく、定住人口も逆に減少して、

経済の衰退に一層拍車がかかるんではないかな

あという危機感も抱く昨今であります。 

 改めて質問いたしますが、このように観光客、

いわゆる交流人口が減少しているということは、

せっかく知名度がありながらもそれを生かし切

れていないと言えると思いますが、実態を市長

としてどのように分析されておりますでしょう

か。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  いうところの観光客、

まあ交流人口ということになるというわけでご

ざいますけども、御質問の中にもありました、

この10年の観光客の入り込み数、遠野物語発刊

100年を迎えた10年前、平成22年度をピークに

減少傾向にあったということであります。 

 ただ昨年、新たに宮古室蘭のフェリーの就航、

国道340号立丸峠トンネルの開通、供用開始、

さらには東北横断自動車道の釜石秋田線の全線

開通といったような、そのような交通インフラ

が加速度的に進んだということに加えまして、

「道の駅遠野風の丘」が20周年、そのようなこ

とを踏まえながらさまざまな宿泊数、入り込み

数も増加をしたという一つの手応えを感じてい

るところであります。 

 ことしは、御案内のとおりゴールデンウイー

クの10連休、三陸復興プロジェクト2019、ラグ

ビーワールドカップ2019釜石大会といったよう

なものが行われました。遠野にとっても、強い

追い風になったというように思っております。 

 特に、この７月27日に行われましたラグビー

日本代表戦や、９月25日に行われたラグビー

ワールドカップ釜石大会における、新花巻をは

じめ県内主要駅から大会会場までつなぐライ

ナーバスが運行されまして、この中におきまし

ては、２日間で延べ4,000人を超える観光客が

立ち寄ったという数字も得ているところであり

ます。外国人観光客もふえてきたと。 

 そして、ことしの10月末現時点での入り込み

者数は2,837人、これは外国人観光客でありま

すけども、昨年度の年間入り込み数を2,832人

と並びました。したがいまして、昨年度を上回

ることは確実であるというような数字も、さら

にはＳＬ銀河が遠野に運んだの多くの観光客の

方々は、乗車率で換算すると62本が運行されま

して、9,000人を超える方々が遠野を訪れたと

いう一つの数字にもなっているところでござい

ますので、こういったことを丁寧に分析しなが

ら、今御質問にあったとおりのそのようなもの

に戦術をしっかり持ちながら、関係機関の協力

をいただきながら幾らでも呼び込む、産業の活

性化を図る、そのような中に持ち込みたいとい

うふうに考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本日の会議時間は、議

事の都合によりあらかじめこれを延長します。 

 ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  ことしは、ラグビー

ワールドカップはじめ、いろいろ活性化に結び

つく実績があるということですけども、これを
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一過性ではなく継続性を持たせるということが

大事だと思いますし、インバウンドの強化、あ

るいはＳＬ銀河も５年目ですか、何年目でした

っけ、いずれさらにお客様を呼び込む工夫が必

要かなあと思います。 

 そういうふうに取り組んでいるということは

わかりますけれども、その中で市内で集客産業

が携わる団体が一体的になって、本市の新たな

観光推進体制の構築と、地域経済が潤う仕組み

づくりの実現を目指して、一昨年の12月に遠野

市観光推進協議会が設立をされております。 

 そこには部長級の職員をはじめ、出向させる

など、官民一体で観光産業を盛り上げようとい

う意気込み感じるところなんですが、ここで改

めての質問ですが、この遠野市観光推進協議会、

今月で設立から丸２年がたつわけですけども、

その間どういった成果があったのかというのが、

私もちょっと、いまいち把握し切れていないと

ころがありますので、改めてアピールをしてい

ただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この新たな交流人口、

観光振興をさらに加速させるために、２年前に

立ち上げました観光推進協議会、これは官民一

体となった14団体で構成する組織であります。 

 改めて、この取り組みの状況につきまして、

御質問の答弁の中でこの状況を申し上げたいと

いうように思っております。この観光推進協議

会の中で、はっきりとして数値で成果があらわ

れたものは、昨年度取り組んだ道の駅遠野風の

丘創業20周年感謝祭の取り組みであったんでは

ないのかなというふうに思っております。 

 ９月定例会の一般質問でも答弁させていただ

いておりますけども、道の駅遠野風の丘の売り

上げと入り込みが増加したことに加え、市内全

体の入り込みにおいても、平成29年度の入込よ

り16万3,000人多い、170万6,000人となったと

いう数字の中でその結果を見ることができまし

た。 

 特に宿泊施設では、平成29年度を比較し、約

3,000人多い宿泊、入り込みの結果となったと。

まあ昨年度、前年度比で４％ふえたという数字

になっております。これも関係者一丸となれば、

このような一つの成果を得ることができるんじ

ゃないのかなと思っております。1人当たりの

宿泊費を6,000円と位置づけた場合にしますと、

単純に1,800万円ほどの経済波及効果がその中

で見出すことができたんではないのかなという

ようにも思っております。 

 今、観光推進協議会では、マーケティングあ

るいは広域連携、さらにはインバウンド、情報

発信、事業のさらなる充実といったような部会

を設けながら、さらには、おもてなし整備事業

部会といったようなものも組織をしながら、各

団体が担うべき役割の明確化を図りながら、進

めさせていただいております。 

 特に、そのような来年の観光シーズンにはし

っかりと体制を整備しなきゃならないという中

におきまして、今般の12月からふるさと公社か

ら観光協会へ１名職員を派遣し、観光企画部長

として観光推進協議会の強化を図ることといた

しました。 

 遠野物語発刊110年、東京オリンピック・パ

ラリンピック、さらにはＪＲ東日本が大規模に

展開を予定しております東北ディスティネーシ

ョンキャンペーンに向け、今のうちからさまざ

まな仕掛けをしていかなきゃならないわけでご

ざいますので、まさに歩みをとめることなく、

観光推進協議会をしっかりと機能させるように、

私も先頭に立ってまいりたいというように考え

ているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  冒頭の答弁で、風の丘

20周年感謝祭と言われたときは一瞬、それは単

体、ふるさと公社の実績かなと思ったんですけ

れども、部会ごとに勉強会を開いているという

ことで、やっぱりこの協議会が生きていく仕組

み、機能させるということが大事だなと。ぜひ、

今後とも一層の成果を期待するところでありま

す。 
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 次に、そもそも遠野市は観光地なのかという

基本的な部分を検証してみたいと、テーマに上

げてみたいと思います。 

 まず、観光地の定義を調べてみますと、観光

旅行と呼ばれる保養、遊覧を目的とした旅行、

または旅行者に対して歴史・文化・自然景観な

ど遊覧資産が適宜整備されており、交通機関や

宿泊施設などで観光客の受け入れを行える地域

をいい、これらの地域の多くは山間部、海岸部、

古い都、古都と呼ばれる地域に集中し、観光で

訪れる者から得る収入が地域経済の基盤となっ

ている云々とございます。 

 市長におかれましては、この点を踏まえた上

で、改めて遠野市は観光地と言えるか否かにつ

いて、御認識を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  改めて、遠野としての

観光というものにどう向き合うのかということ

の御質問でありました。 

 観光地と言うものにはさまざまな定義がある。

名所旧跡もあれば、歴史的な、そのような一つ

の遺産もあるという中で、多くの方々を呼び込

むという一つの魅力の中で観光というものが位

置づけられているわけでありますけども、今は

大きくさま変わりをし、インバウンドという流

れがどんどん日本にも押し寄せてきている。単

純に、旅行者が訪れる地域という意味からする

と、遠野市はそういう定義には当てはまらない

んじゃないのかなというようにも思うわけであ

ります。 

 遠野の観光は、よく言う自然・歴史・文化・

風土という一つの中で、その中に融合された風

土、遠野を感じ取ってみたい、また一方によっ

ては、遠野物語の世界をしっかりと自分の目で

感じてみたいという方々が非常に多いとなれば、

個人や小グループの方々が多いということにも

つながっていることになるわけでありますし、

御質問にありましたとおり、観光でこの訪れる

方から得られる収入、あるいは地域経済の基盤

となっている、そのようなことになれば、遠野

とすれば、団体旅行者が、多くの方々が団体で

来るという場所ではないわけでありますから、

そのようなことをよく踏まえた中で、遠野の観

光というものを考えていかなければならないん

じゃないかなと。 

 私は思うんですけども、この自然・歴史・文

化・風土という一つのキーワードから考えれば、

まさに日本を知ってみたいというインバウンド

の流れは、間違いなく遠野に向かってくるんで

はないのかなというふうに思っているところで

ございますので、外国人旅行者と呼ばれるイン

バウンドの方々の受け皿整備も、かなりスピー

ドアップしながらその環境も整えていかなけれ

ばならないんじゃないのかなというように思っ

ておりまして、よく言う多文化共生という言葉

があるわけでございますけど、そのような言葉

を遠野の観光地の中に、観光地というよりも訪

れるそのようなスポットに、しっかりとそのよ

うな受け皿をつくっていかなければならないと

いうのも、これも大きな課題の一つではないか

なと認識いたしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  私も、今の市長の御答

弁と全く同じ考え方でして、遠野の観光という

のは、神社、仏閣がぼあーんと目の前にあって

スケール感を醸し出すような、そういう観光で

はなくて、遠野物語を読んだり、説明しなけれ

ば理解できないような、いわゆる玄人好みとい

いますか、心の観光といいますか、そういうも

のが多いような気がします。 

 このような長い歴史の中で育まれてきた、そ

ういった遠野の財産を後世に引き継ぐためには、

できればこれも産業として、先ほどはなかなか

団体向けではないという話でしたけれども、何

とかこれを収入に生かしながら、遠野の地域の

人たちが暮らしていける形がつくれないもんか

なあということも考えているわけでございます。 

 市長からも、今御答弁の中でそういった遠野

の自然・風土といったものの財産を守り育てて

いかなけれならないような趣旨の御答弁があり
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ましたが、それも踏まえながら、また私もある

市民の方から次のような御意見もいただきまし

たので、それも踏まえて次の質問に移ります。 

 ある公園は、展望台からの景色が伸び放題の

草木に阻害されてほとんど見えず、園内は昼間

でも薄暗い状況とのことです。また、石に彫刻

を施している史跡では、石にコケが生え放題で、

肝心の彫った彫刻が隠れて、何を見せたいのか

わからないばかりか、周りにはクマ注意の看板

だけが目立っているとのことで、それを担当課

に御指摘をしましたらば、手をつけず自然のま

まがいいんだというような返事だったそうです。 

 そのほかにもある観光施設では、建物が壊れ

ていても補修されずに、その施設のボランティ

アの方が施設管理責任者に報告しても、全く改

善されないどころか、観光客からも修理しない

のかと、そういうふうに指摘される始末があっ

たというようなお話でした。 

 私も、それらの一部について裏づけを求めて

現地確認をしましたが、確かにある公園、草木

が生い茂って全く薄暗くて、公園といってもな

かなか人気もないと。また、石に彫刻を施した

史跡、これもやはりコケが覆っていてほとんど

隠れて見えない、明確な遊歩道もないために場

合によっては観光客がけがをしてしまうとか、

高齢者や体の不自由な方は、そもそもそういっ

た現地に行けないという状況でした。せめて、

その入り口、登り口付近に詳細な案内板でもあ

れば、現地に行かなくても、ここはこういう史

跡なんだなとわかるんですけれども、それもな

いと。 

 手つかずで自然のままがいいのか、あるいは

手を入れなければならない区別をどう判断して

いるのかはわかりませんけれども、このような

状況を市長はどうお感じになりますか。どう向

き合おうとしているか、その考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまこの人口減少

社会に立ち向かうために、観光振興あるいは交

流人口の拡大、これをいろんな戦略を持ちなが

ら呼び込むという部分の中における対応として、

観光推進協議会の活動の状況を答弁で申し上げ

ました。 

 ただ、今はそれはいいんだけども、来た方々

にしっかりと遠野のよさといったものを、ある

いは魅力といったものをするためには、施設の

環境整備なども極めて大事じゃないだろうかと

いうような、まあ、そういう視点での御質問で

あったんではないのかなというふうに思ってお

ります。 

 文字どおり、先人たちが築いてきた環境には

大変恵まれたものがあるというような中で、一

方で観光施設あるいは史跡等の老朽化が目立ち

はじめていることは、私も率直に認めざるを得

ないという、そのような状況であります。 

 自然景観なども含め、豊富な観光資源の維持

管理を行うためには、今進めております第２次

観光・交流施設整備保全方針、それからもう一

つは第二次伝統かやぶき屋根再生機能整備方針

に基づきまして、計画的に修繕あるいは修理を

行っておりますが、なかなかその部分が追い付

かないのが一つの現状としてあるということも、

率直に認めざるを得ないということを、繰り返

しになりますけど、申し上げたいというふうに

思っております。 

 この観光資源、民間所有の土地も施設も多数

あるわけでありますけども、多額な費用も要す

るということにもなるわけでございますから、

それをしっかりと保護するためには、指導・補

助ということも含めながら、市としての向き合

い方もその中できちんと考えていかなければな

らないかというように思っております。 

 実は来年度、令和２年度は第３次第二次観光

交流施設整備保全方針、それから第３次伝統か

やぶき屋根再生事業整整備方針、これも策定の

年度になっているということでありますので、

限られた財源をやりくりしながら、整備の緊急

性あるいは優先度を見きわめながら、訪れる

方々あるいは関係機関団体の方々も気持ちよく

おもてなしをできるような、そのような中でど

のような受け入れ整備を整えていったらいいの
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か。 

 さらには、遠野遺産に代表されるような史跡

等につきましても、地域の維持管理が行えるよ

うに、みんなで築くふるさと遠野推進事業補助

金なども活用を提案しながら、官民協同の、そ

のようなよりよい環境をつくってまいりたいと

いうように考えているところでございますので、

地方創生、これは私いつも、こないだも内閣府

の方に申し上げたんですけども、新規性とかあ

るいは先見性とかばっかり言うんじゃなくて、

あるものをもっと魅力のあるものに、それが地

方の魅力なんだから、そういったものにもっと

交付金なり、地方創生の理念の、何と申します

か、お金を、予算を使い勝手がいいようにもう

少し考えてくれないかといういうことを、何度

も直接内閣府のほうに申し上げたところでござ

いますけども、老朽化という言葉があるだけで

対象になりませんというような、国の一つの方

針には私も非常に疑問を感じておると。 

 だったら、地方の魅力といったものをどのよ

うに出していったらいいんだろうかという部分

が、やはりあるものに新たな役割という中で見

出していくということが、そこに国もしっかり

と応援するというのが、地方創生の一つの理念

ではないのかなというふうに思っておりますか

ら、これからもしっかりと声を出してまいりた

いというように考えておりますので、議員各位

にもそのような中で応援をいただければという

ことを、この場を通じお願いをまた申し上げた

いというふうに思っている次第であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  何か次の質問の答弁に

も通ずる部分があるかなあと思いながら、いろ

いろ答弁を聞いていましたけれども、ぜひ国の

考え方を改めさせるくらいの、やっぱり熱意を

示すということも大事かなと思いますし、今度

は第３次のそういった施設整備の基本方針をま

とめるいい時期だということですから、ぜひ、

先ほど私が述べた実態を把握しながら何とか、

遠野の財産ですから守っていってほしいなと思

います。 

 観光業、ただその財産を見るだけではお金に

ならないわけですけれども、何とか基幹産業に

したいという私の思いがあるんですが、遠野市

に観光業を基幹産業にするに当たって、本市と

して欠けているもの、あるいは何が必要なんだ

ろうということを、市長の何かお考えがあれば、

お示しいただきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

    〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  やはり、これの分につ

いては、基幹産業にするにためは何が欠けてい

るのか、何が必要としているのかという部分が、

大事な一つの位置づけではないのかなというよ

うに思っているところであります。 

 観光推進協議会を核としながら、役割分担を

明確化した中で、官民協働の一つの取り組みを

進めるということが、まずもってしっかりとし

た仕組みにしなければならないんじゃないのか

なというように思っております。 

 各構成団体の入り込み目標や陣容計画を基礎

としながら、アクションプランいうところの行

動計画を策定しながら、限りある財源を活用し

ながら、地域経済が潤う仕組みづくりのために

さまざまな、このような一つの、ただいま申し

上げたような中における取り組みをしていかな

ければならないのかなというように思っており

ます。 

 この、さまざまな一つの取り組みをすれば、

おもてなしも含め、ボランティアの方々も含め、

市全体でいろんな形で知恵とアイデアを持って

いる方々がいっぱいいらっしゃいますし、さま

ざまな形で発信をしてきていると。 

 それを、一つのしたたかな中で、この攻めと

いう姿勢に持ち込みながら、やっていくために

は、まず関係者が一丸とならなければならない。

それが、やっぱり一番今、大事じゃないのか。 

 観光推進課はもう２年になりました。２年目

になったわけでございますから、来年それをし

っかりとした機能するように、先般も関係者を

集めまして、かなりの数のパンフレット類がい
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ろいろ、さまざまな場所に置かれてある。 

 この観光パンフレットといったものが、どの

ような目的でもって印刷され、その印刷部数は

どれぐらいで、どれぐらいの予算がかかって、

その印刷されたパンフレットはどのように流れ

いているのかということを、今のこの時期にし

っかり検証してほしい。 

 １月ごろまでにしっかりと検証しながら、そ

れをオール遠野で発信するもの、あるいはスポ

ットで発信するもの、そのようなものをしっか

り組み立てながら、やっぱり効率よい一つの情

報発信といったものも、今していかなければな

らないから、その仕組みづくりしようじゃない

かと。その仕組みが欠けているという話を申し

上げながら、作業を急いでもらっているところ

でございますから、そのようなものを一つひと

つクリアしていくためには、一つも組織の壁が

どうしても立ちはだかっているということもあ

りますので、それをしっかりバリアを低いもの

にしながら、みんなで力をあわせるという、そ

のようなものにもってきているんだなと、思っ

ているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

    〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  時間が迫ってまいりま

したので、はしょりながらいきたいと思います

んでよろしくお願いします。 

 今、市長が御答弁したとおり、私も、やっぱ

り個人の事業主だけだとできないものもまとま

ればできることがあると思いますんで、ぜひ観

光推進協議会をはじめ、やっぱり一丸となって

進めていくことで、観光業をぜひ基幹産業に持

ち上げていっていただきたいと思うものであり

ます。 

 次に、市長は以前から古くて新しいものは光

り輝くということで、いろいろ持論を述べられ

ておりますが、そういう意味では、古くて新し

いもの、遠野駅舎を例にとっても、交流人口の

拡大を語る上で遠野の玄関口とも言えますので、

これは地域住民だけでなく、観光客含め、多く

の方々に深く心に刻まれている建物であります。 

 昨年の９月にも私は、この駅舎もの建てかえ

問題について取り上げさせていただいた際には、

非常に今、交渉の佳境だということで、あんま

り突っ込んだ議論はできなかったんですけれど

も、その後でいわゆる建てかえと、同規模合築

という案が示され、私は少々唐突に思っており

ました。 

 そこで質問ですけれども、現在の駅舎の耐震

補強が不可能という科学的根拠が全く示されて

いないと、私は理解しておりまして、その点を

明らかにしないと、なかなかこの保存すべきと

いう議論が前に進まないんではないかなと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

    午後４時11分 休憩   

───────────────── 

    午後４時21分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 ８番萩野幸弘君の質問に対して、本田市長の

答弁。本田市長、答弁願います。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ＪＲ等の駅の駅舎問題

につきまして、これもいろいろ議論を交わされ

てきたという経過は御案内のとおりであります。

これまで、ＪＲとは一つの選択肢といたしまし

て保存、あるいは２つ目といたしまして、解体

後、同規模程度で新築とし、ＪＲと市の合築と

いう、それから３つ目として、解体後、約３分

の１の規模で新築という論点に基づきまして、

協議をしてきたという経緯があります。 

 将来にわたり施設の安全を確保するために、

２番目の解体後、同規模でもって新築、ＪＲ投

資との合築という一つの選択の中で、ＪＲ側と

の交渉の到達点に至ったという経緯の中で、議

員の皆様にも御説明を申し上げているところで

あります。 

 科学的な根拠という一つの話であります。こ

の耐震補強につきましては、科学的根拠という

ことになれば、その技術そのものが非常に進化
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をして、技術もいろいろ高まってきているとい

うことでございますから、耐震補強技術は一つ

の中に対応すれば、保存も可能であるというこ

とは、皆様も御案内のとおりかというふうに思

っております。 

 ただ、ここで考えなければならないのは、こ

れからの一つの遠野のまちづくりという分にお

きまして、耐震補強を施したものをその利用方

法は、さらにはバリアフリー化をどのように進

めるのか、いろんな面での対応を考えていかな

ければならないという中で、単に耐震補強だけ

ではないのではないんだろうかという、一つの

中で耐震補強が可能か不可能かという議論では

なくして、もう少し将来を見通した町づくりの

象徴としての駅舎問題を考えなければならない

のじゃないかなという中で、いろいろとＪＲ側

とも協議を進めていると状況にあるわけであり

ます。 

 私からあえて申し上げるのではなく、駅舎は

ＪＲの所有であります。ＪＲはこの不特定多数

の乗降客の方々が利用し、極めて公共性の高い

ものなわけでありますから、基本に立ち返れば、

駅舎の利活用、バリアフリーユニバーサルデザ

イン、あるいは将来にわたる地震等にも耐え得

る安全性の確保など、公共の観点におきまして、

市という責任のある立場で、この問題には向き

合わなければならないという中で到達した一つ

の結論であり、方針であるということなわけで

ございますので、今これにつきまして、また、

さまざまＪＲ側とかなり際どい交渉を、今続け

ているということも踏まえながら、この状況に

至った結論というものを再度申し上げて、答弁

といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  私が昨年の９月に質問

した際は、担当部長から耐震補強は無理だとい

う説明でしたが、今の話だと可能と。ただ、補

強ありきではないという話に変わってきたよう

でございます。 

 次の質問に移ります。 

 昨年６月に、遠野駅舎の再整備に向けた基本

計画調査に係る負担金として、約896万ほどを

計上し、本年６月には活用案２案が、先ほども

合築云々とありましたが示されております。そ

の再整備に向けた基本計画調査に係る負担金の

結果が、その２案なのかどうなのか、その辺も

ちょっと定かでありません。現時点において、

その調査の詳細について公表できる内容をお示

しいただきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この２案の中で、今ど

のように向き合っているのかという部分の中の

お尋ねでありました。 

 これも大きな市政課題でありますので、それ

ぞれ庁内にもチームをつくりながら、ＪＲ側と

いろいろ向き合いながら、真剣な協議と意見交

換を行っているところでございますので、その

交渉の担当窓口でありますプロジェクト担当部

長のほうから、今のこの状況につきまして、公

表できる範囲の中で答弁を申し上げますので、

御了承いただければというように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  阿部産業部プロジェク

ト担当部長。 

   〔産業部プロジェクト担当部長兼六次産

業室長阿部順郎君登壇〕 

○産業部プロジェクト担当部長兼六次産業室長

（阿部順郎君）  命により、答弁をいたします。 

 ＪＲと市との新築合築という選択肢で協議を

進める判断に至りまして、市では、遠野市中心

市街地活性化協議会から提出された「遠野市中

心市街地活性化に関する意見集約のための検討

結果報告書」を参考にしながら、新しい駅舎に

持たせる機能の素案として２つの案、いわゆる

Ａ案とＢ案を策定いたしました。 

 Ａ案は、民間投資を想定した宿泊施設を主な

機能としたものと、Ｂ案につきましては、公共

施設として整備することを想定したものとなり

ます。ＪＲとの協定書に基づき、この２つの案

の概算費用や工程などについての調査をことし

５月に、ＪＲ工事専門の関連会社であるＪＲ東
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日本東北工事事務所に依頼をさせていただいて

おります。この10月末に「釜石線遠野駅周辺整

備基本計画調査報告書」といたしまして、調査

結果が遠野市に提出されました。 

 現在ですが、この調査結果を受けまして、Ｊ

Ｒ盛岡支社の運輸部及び企画部に対して、１つ

目が計画年数短縮の検討と、２つ目がコストダ

ウンの検討、３つ目が運営方針を含めた事業可

能性の検討と、この３つについて改めて検討い

ただくように要請をさせていただいているとい

う段階にあります。市の申し入れに対しまして、

ＪＲ盛岡支社からは、遠野駅周辺のまちづくり

への協力の観点から検討していきたいと前向き

な回答をいただいております。 

 なお、現時点でこれらの検討結果が、ＪＲの

検討結果ですけども、検討結果が明らかになる

のが、来年６月ごろになる見通しだということ

も、あわせて申し添えたいと思います。 

 以上、申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  今回は、人口維持・拡

大を主眼とした一般質問ですから、駅舎関連の

質問はこの程度にとどめたいと思いますが、い

ずれ「後悔先に立たず」で壊してしまえば後戻

りできないということの重大さと、箱物をふや

すことには変わりはありませんので、それを将

来の負担になりはしないかということも含めて、

慎重に検討する必要があろうかと思います。 

 次に、遠野わらすっこ条例の一部改正から見

える人口維持対策の考え方について御確認をい

たします。 

 国では、まち・ひと・しごと創生長期ビジョ

ンとして、2060年を視野に１億人程度の人口維

持、人口減少の歯どめ、東京一極集中の是正、

成長力の確保を掲げております。 

 その具体的戦略としては、地方に仕事をつく

り、安心して働けるようにするとか、２つ目に

地方へ新しい人の流れをつくる、３つ目に若い

世代の結婚、出産、子育ての希望をかなえる、

４つ目には時代に合った地域をつくり、安心な

暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する

という４項目を掲げて、さらにこの項目ごとに

細かな戦略を掲げておりますが、これら４項目

のＫＰＩ、いわゆる重要業績評価指標の現状を

見ますと、若い世代の結婚、出産、子育ての関

連項目については、私は政策効果が十分発現で

きていない、あるいは目標値そのものが低いの

ではないかという判断をしております。 

 本市においても、出生数において大雑把に計

算して、毎年223人平均で産まれないと２万人

を維持できないという計算ですから、先般示さ

れた遠野わらすっこ条例の一部改正案の概要に

は、その出生に関する項目が、ちょっと見当た

らないんじゃないかなという感じております。

その点で質問いたします。 

 従来のわらすっこ条例の基本理念が「子ども

を産み育てることに夢がもてるまちづくり」で

あったのに対して、改正後は「子育てをみんな

で応援し、わらすっこの笑顔があふれるまちづ

くり」となっておりますが、出生率に関しては、

一時、改正前の段階で目標値を達成できたとい

う判断なのでしょうか。御確認いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この合計特殊出生率の

目標値に対する向き合い方でありますけども、

今、御質問の中で条例あるいはプラン、基金と

いったものにつきましては、この合計特殊出生

率の問題が、どこまでどのように踏み込んでき

たのかという部分の中で、この目標数値そのも

のをどう捉えているのかということで、そうい

う御質問であったというふうに受けとめたとこ

ろであります。 

 合計特殊出生率については、この右肩下がり

の厳しい現実であることを、一つは真摯に受け

とめなければならないのではないんじゃなとよ

うに思っております。1.71という数字の中で、

今現実にあるわけでございますけども、その中

におきまして、やっぱりこういったものの中で

目標値を達成できたという判断も、もちろんこ

れは重要であります、ＫＰＩも含めまして。 
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 重要なことではありますけども、第２次わら

すっこプランの策定につきましては、御質問に

ありましたとおり、目指す姿は子どもを産み育

てるとともに、夢が持てる環境づくりというこ

とを上げたということは、少しでもそこに近づ

こうという、一つの環境づくりをやっていくこ

とが、結果としては、そういう数字に近づくん

じゃないのかなというような思いの中から、そ

のような形での組み立てにしたということでご

ざいまして、その数値に向かうということはそ

のとおり。しかし、これはかなり厳しいんじゃ

ないかということを真摯に受けとめながら、よ

りそれに近づくという一つの形に持ち込みたい

なというふうに思っているところでございます

ので。これは数字でありますから、示したとい

う分については、達成したのか達成しないのか

という分になれば、厳しいという現実の中に今

あるということも、改めて申し上げておきたい

というふうに思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  決して達成できたわけ

ではないけども、忘れているわけではないとい

うふうな意味合いかなと判断をいたします。く

どいようですけども「子育てするなら遠野」こ

の理想郷を実現するためには、子どもがたくさ

んいることが大前提であります。しかし、改正

案では一番大切な部分の強化、いわゆる出生率

を上げるんだという意味の表現が、私はちょっ

とないなと、そこが必要じゃないかなと思って

の質問なんですが、その辺はどう考えるでしょ

うか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま申し上げまし

たとおり、目標値として持った以上は、それを

達成するということに全力を挙げるということ

は、そのとおりなわけでありますけども、おと

とし、去年、ここ数年の人口、産まれるお子さ

んの数などを踏まえてみれば、かなり厳しい数

字になってきているということも一つの事実で

あります。でも諦めない。少しでもそのような

子育て世代をもっともっと家族を持とうじゃな

いか、それは婚活という言葉もあるわけでござ

いますけども。 

 そのようなことをしっかりしながら、やっぱ

りよりそれに近づくというというところに、全

力を挙げるというところに、人口減少あるいは

人口維持あるいは活性化、そのようなものを見

出すことができるんないんじゃないのかなと思

っておりますから、その辺のところの向き合い

方をちょっともう少し、幅を持たせたというこ

とに理解をいただければというふうに思ってお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  ぜひ、例えば今、東工

業団地は県と一緒に大規模に開拓しております

が、いざ、じゃできましたよといったら、働く

人がいなかったでは、何ともならないのと同じ

で、せっかく子育てするなら遠野ということで、

わらすっこ条例改正したとしても、子どもがい

なくなったのでは本末転倒ですから、ぜひ、そ

ういった部分も忘れずに、忘れてはいないと思

いますが、しっかりと取り組むべきと私も思い

ます。 

 遠野市が、今後ますます栄えていくためには、

あらゆる分野でたくさんの人々が活躍している

ことが大前提でありまして、そのためには、先

ほどから言っている定住人口をはじめ、交流人

口も大事ですが、さらには、関係人口をふやす

取り組みも継続していかなければならないと思

います。 

 この関係人口というのは、移住した定住人口

でもなくて、観光に来た交流人口でもない、地

域と多様にかかわる人々を指す言葉なそうです

が、人口維持のためには、この関係人口拡大も

また取り組む価値があるのではないでしょうか。

ちなみに、国の関係人口創出拡大事業には、お

隣の釜石市あるいは住田町さんなども取り組ん

でおられるようです。 

 ぜひ本市としても、関係人口拡大に向けた取
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り組みを進めるべきと考えますが、市長の御見

解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この関係人口という定

義と概念も、この地方創生法の中で示され、第

２期地方創生法まち・ひと・総合戦略の計画策

定におきましても、この関係人口の拡大が大き

な柱として位置づけられています。今、それぞ

れの市町村もこれに向けて頑張っているんじゃ

ないかというような御質問ありました。 

 当市では、この関係人口の創出に向けまして、

さまざま企画提案をしながら取り組んでおりま

す。特に、遠野市は友好都市等の交流事業は非

常に活発であります。あるいは、遠野郷人会、

首都圏で開催する移住者相談会や物産展におい

ても、さまざまな形で多くの方々が訪れて、ま

た、首都圏の大学生の方々も郷土芸能団体と一

緒になりながら、さまざまな交流を深めている

という一つの流れがあります。 

 そのようなことを踏まえながら、この関係人

口、この拡大に向ける環境は、遠野はある意味

においては、恵まれた環境と追い風にあるんじ

ゃないかなと思っておりますので、国の関係人

口創出事業などを積極的に活用しながら、地域

経済の活性化に取り組む関係人口の拡大に、今

のような組織あるいは既存のいろんな取り組み

の流れを、きちんと応援をしてまいりたいとい

うように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  限られた時間で、あの

角度この角度ということで、いろんな可能性を

述べてまいりましたが、さらには、これまで述

べてきたとおり、人口維持・拡大に向けた取り

組み手段は達したようであります。実際、仮に、

出生率が今上がったとしても、その成果があら

われるまでには20年ほどの年月が必要ですから、

目先の働きの手不足や後継者不足、先ほどは農

業の衰退をどうするんだということで、後継者

不足なんかも取り上げられておりましたが、今、

特効薬として即応性を求めるのであれば、他地

域から呼び込まなければならないことになりま

す。 

 この点において、実際、市内でも外国人実習

生制度を活用している企業で、いわゆる働き手

の不足を補ったりしていますが、この制度も未

来永劫続くとは限りませんし、この制度も３年

ないし５年で帰国してしまうとか、あるいは特

定技能に関しては、結局人件費の高い東京周辺

に流れるおそれもあるために、根本的な解決策

とは言えないと思います。また、障がいをお持

ちの方で働きたいと思っていても、なかなか交

通手段など、さまざまな制約で働けないという

方も多々いらっしゃいます。そこで結局、遠野

から離れてしまうということがあっては残念で

なりません。 

 そこで質問ですけれども、今度は多様性を受

け入れるまち、いわゆる、よくいうダイバーシ

ティーのまちを目指す取り組みも、また、人口

維持のためには必要ではないかと思いますが、

市長の御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問は、

まさに時代の流れ、新たなステージという分に

おきましては、極めて大事な切り口ではないか

なと思っております。 

 ダイバーシティーという一つの概念がありま

す。国籍、性別あるいは障がいの有無などの属

性で分けるではなく、それぞれが違った存在で

あることを認めながら、受け入れる社会を目指

すというのが、このダイバーシティーの考え方

ということに位置づけられております。 

 人口維持の観点から申し上げると、市内の外

国人は11月現在185人、５年前の同時期が96人

であったことから踏まえると、約２倍にふえて

いるという状況にあります。これも今後、増加

が予定されて、増加が予定というよりも増加が

されるんではないのかなということが、期待さ

れているところであります。 

 外国人材受入企業等支援事業補助等も行って
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いるところでありますけども、これらにつきま

しても、受け入れ増加に伴い、市内企業が、多

様な文化あるいは多様な就業形態に対応するた

めの職場環境の整備を促進をしなければならな

い。そこでもって、共生社会の実現や産業振興

に期するというところに持っていかなければな

らないかというように思っております。 

 当市は、来年のパラリンピックを一つの契機

といたしまして、地域共生社会、心とまちのバ

リアフリー化といったものを進める、特に心の

バリアフリー化というものは、共生社会を実現

する一つの大きなきっかけになるんじゃないの

かなと思っておりまして、ことしの８月には、

国の先導的共生社会ホストタウンにも認定され

ているところでございますので、各省庁が実施

する事業等につきまして積極的に情報をキャッ

チしながら、ただいまお話がありましたとおり、

ダイバーシティーの理念に基づきます環境整備

が、まさに共生社会の実現といったことにつな

がって、これが一つの人口減少なり、あるいは

地域の活性化にもつながるということにもなる

んではないのかなと思っておりますので、その

ような点にも、まさに改めてシナリオづくりを

しっかりしていかなきゃならないかというふう

に考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  時間が迫ってまいりま

した。 

 冒頭、遠野スタイル創造発展総合戦略の人口

推移グラフで、私は人口推移グラフ、せめて平

行線、あるいは右肩上がりに少しでもしなけれ

ばならないんだという持論を述べさせていただ

きましたし、そのほか、これまでいろんな角度

からこの人口減少問題についての考え方を議論

させていただきました。この遠野スタイル創

造・発展総合戦略は、平成27年に策定された５

年間の計画ですので、第１期は本年度で終了か

なと、恐らく第２期が令和２年度、来年度から

スタートするんじゃないかなと思いますが、そ

れを踏まえた上で、冒頭、市長のお考えは最後

にということでお話ししておりました。 

 今後における本市の人口維持・拡大政策に関

し、市長としてのお考え、できれば市民に希望

を与えるような決意のほどをお示しいただけれ

ばと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま萩野議員と、

この人口減少社会にどう立ち向かうかの中で、

さまざまな切り口から議論をしてまいりました。 

 この人口推移のグラフについて、せめて平行

線、あるいは、できれば右肩上がりのそのよう

な目標がちゃんとあるべきではないかというこ

と、全くそれは、私もそのようなものに位置づ

けたいということは、基本的にはそのとおりだ

というふうに認識をいたしております。 

 ただ、これも国の流れがそうだという中で、

物を片づけるつもりは毛頭ありませんけども、

当市の人口のピークは、昭和30年度がピークで

あったという一つの現実があるわけであります。

その人口減少が進んできているという一つの流

れであるがゆえに、地方創生という一つのま

ち・ひと・しごと総合戦略が策定する、そのよ

うな、しかし、それはその前からもう明らかに

なっておった一つの現実であるということ。市

民の皆様に夢と希望をということが、その中に

も今、話がありました。人口減少になかなか歯

どめがかからないことも素直に受けとめながら、

であれば、どうしたらいいのかという中で、さ

まざまな手だてを講じていかなきゃならない。 

 したがって、それは今般、見直しをいたしま

したわらすっこ条例、これも10年前から手がけ

てきておりましたわらすっこ条例であります。

この10年間で大きくさま変わりがしました。ま

ずはわらすっこから、そしてわらすっこ基金と

いう３本柱、あるいは３点セットの中で、子ど

もを産み、育てやすい環境をつくっていこうじ

ゃないかと。 

 そのことによりまして、例えば、今般の議会

の中にも提案を申し上げているわけであります

けども、学校給食費の値上げ問題等も、値上げ
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をする自治体もあれば、値上げを見送った自治

体もあるという中で、当市はそれを見送りまし

た。何とか頑張ろうと。「食育」という言葉の

中にあるんだと。であれば、もっともっと財源

をやりくりすれば、子どもたちの環境、あるい

は保護者の方々も子育てといったものを応援す

るといった分には、単なる食材費が上がったか

ら仕方がないんだというわけにいかない、踏み

とどまろうという中で、給食費の値上げにも一

つの歯どめをかけながら、少しでも子育て環境

を整えようという、そのような中に踏み込みま

した。 

 学校給食費を上げるということになれば、そ

ういう決断をすれば簡単なわけでありますけど

も、やはりそのためには産み、育てる、そして

合計特殊出生率を少しでも1.71から1.8、ある

いは、できれば1.91ということに持っていけば

一番いいわけでありますけども、なかなかそれ

は難しいとしても、１人よりも２人、２人より

も３人という家族を持とうじゃないかというよ

うな、そのような環境もつくっていくことが、

一つの目標に向かうんじゃないのかなというふ

うに思っておりますし。 

 それから、ただいま萩野議員からも話があり

ました、東工業団地にも踏み込みました。これ

も、さまざまな経過がありまして、10年来取り

組んできたことが、一つの形で物を進むことが

できたということになったわけでありますけど

も、この部分も岩手県の中に一極集中をつくっ

ちゃだめだと。やっぱり、沿岸の震災復興を本

物にするためには、遠野にもそのような受け皿

がなければだめだという中で、２年越しで県と

話し合いをしながら、県の力をいただきながら

東工業団地を持って、しかし、その中には雇用

が生まれる、そこで家族が、学校問題、保育所

問題にも一定の対応が何かの形で白日に見せる

ことができるのではないだろうか、やっぱり雇

用の場がなければだめだと。 

 北上一極集中になりかねないというふうな状

況も生まれているわけでありますから、それで

も何とか歯どめをかけたい、そのために遠野の

役割があるんだという、そのような話に持ち込

んだということなわけでありますし。 

 さらには、小さな拠点づくりにつきましても、

より慎重に、そして市民の皆様の理解をという

中で、安心・安全という一つのキーワードをそ

の中に入れたというならば、健康寿命を延ばす、

健康寿命を延ばせば、介護問題、あるいは亡く

なる高齢者の方も少しでも少なくしながら、10

0歳までという生涯100歳時代といったところに

もたどりつくことができるし、生涯現役といっ

た問題にも、一つの答えを見出すことができる

んではないだろうかと。 

 そうすれば、亡くなる方も少しでも健康寿命

を延ばせば、合計特殊出生率の中で、少しでも

その数字を確保できるような環境をつくれば、

人口減少そのものにも一定の歯どめもかけるこ

ともできることも、可能ではないだろうかと。

そういったところにするためには、やっぱり遠

野、まさに産まれて遠野に育ってよかった、子

育てするならば遠野というような環境をその中

に見出していけば、我々なりのこの大きな国レ

ベルの人口減少社会といったものに、向き合う

結果も数字の中から得ることができるんではな

いのかなという中で、雇用あるいは少子化、さ

らには子育て環境といったものに最重点課題と

しながら、そこに傾斜配分をしながら、取り組

もうという、そのような流れを今つくっている

ところでございますので、議員各位にもこのよ

うな新たな令和の時代、21世紀の時代、そして

また新たな。 

 今、国はもう既に、2040年問題を議論をはじ

めているわけであります。2040年問題は何かと

なれば、特に私の世代の団塊の世代の子どもた

ちが、高齢化に入っていくという時代に入るわ

けであります。そうすると、またまた大変な時

代になるという中で、社会保障の問題あるいは

年金の問題、福祉の問題、介護の問題、さまざ

まなものがいろいろ国レベルでも大きく議論さ

れている。それを座して待つわけにいかない。 

 となれば、よくいう話でありますけども、こ

れを捉え方によっては、開き直りととられるか
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もしれませんけども、70歳で高齢化率をはじき

出せば28％ぐらいになるわけであります。75歳

でもって後期高齢者と言われる75歳の方でもっ

て、高齢化率をはじき出せば22％ぐらいになる

となれば、そのようなものの中で、みんなで頑

張ろうじゃないかという、そのような環境もつ

くれるんじゃないのかな。ただ、数字を持て遊

ぶわけにいきませんから、やっぱり、しっかり

としたそのような環境づくりに、できるところ

からやりくりしながら、そのような環境づくり

を行っていくということになるんではないのか

な。 

 そのためには、市役所がと言っても、市役所

も人口減少の中で、さまざまな課題を抱えてい

るわけでありますから、市民の皆様の、まさに

お力添えと協力をいただきながら、一緒になっ

てその地域、持続可能な地域社会を構築すると

いう、そのような仕組みづくりに取り組んでい

かなければならない。 

 そのようなタイミングであり時期であり、令

和という時代はそのようなものではないのかな

というふうに思っているところでございますか

ら、ただいまの萩野幸弘議員のさまざまな対人

口減少問題に向き合うという分におきまして、

最後の、多分質問になるかというふうに思って

おりますけど、そのような思いの中で市民一丸

となり、市民協働の仕組みの中で新たなステー

ジをつくりながら、遠野としての存在感を示し

ていく。 

 それを全国に、世界に発信をし、そして活発

な産業なりあるいは交流人口の拡大なり、観光

振興にも図っていくということに尽きるんでは

ないのかなというふうに思っているところでご

ざいますし、特に、もう農業（「答弁者、まと

めてください」と呼ぶ者あり）、農業問題もい

ろいろ議論されたわけでありますけども、これ

もしっかりと向き合わなければならないかとい

うように思っておりますので、思いをいうこと

で話がありましたので、それぞれの思いの中で

申し上げたとおりでありますので、そのために

は、議員各位の皆様の御協力と御理解もいただ

ければということを、重ね重ね申し上げながら、

答弁とさせていただきます。 

 議長から、まとめてくださいという注意を受

けたところでございますけども、思いを申し上

げまして、答弁といたします。ありがとうござ

いました。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  本日は、午前中からい

ろいろ議論されておる中でも、例えば、県立東

和病院の再編計画、あるいは基幹産業農業のあ

り方、あるいはふるさと公社の課題、どれをと

ってもやっぱり人口の課題が常に背景にあると、

私は思っておりますし、私だけじゃなくて、恐

らく皆さん、これは共通の認識だと思います。 

 私は今回、人口減少を一点集中でさまざまな

角度から議論をさせていただきましたが、私も

小さい企業の社長をやっておりますが、この会

社を目先だけじゃなくて、50年後に向けて、ど

うやって存続させたらいいかということを考え

ると、どうしてもこの問題は避けて通れない、

そういう思いをぜひわかっていただきたいなと

思いますし、そこにきちっと道筋をつけるのが、

今を生きる我々の責務ではないかなと思います。 

 最後に、今市長から私の最後の質問に、本当

に熱い思いを伺いました。ぜひ、現状分析しな

がらも、非常に厳しいというのはよくわかりま

したが、未来に向かって前向きな気持ちで人口

減少を阻止して、人口維持・拡大していくとい

うことに、市民一丸となって取り組んでいただ

くことが大事だと思いますので、ぜひ、その先

頭に立って頑張ってほしいものだということを

切に願いながら、私の一般質問を終わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。本

日の会議はここまでとし、散会いたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて散会いたします。御
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苦労さまでございました。 

   午後４時58分 散会   


